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松
本
時
代
の
北
杜
夫
　
　
其
の
三

　
　
　
　
　
　
　
―
―
與
曽
井
湧
司
宛
未
公
開
書
簡
―
―

竹　

内　
　

正　
（
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
）

は
じ
め
に

　

拙
稿
「
松
本
時
代
の
北
杜
夫　

其
の
一
」、「
松
本
時
代
の
北
杜
夫　

其
の
二
」

（
以
下
「
其
の
一
」「
其
の
二
」
と
表
記
）
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
過
程

で
、
こ
れ
ま
で
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
以
下
の
資
料
と
出
会
っ
た
。
杜
夫
の

松
本
時
代
は
昭
和
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
三
年
ま
で
で
あ
り
、
本
年
平
成
三
十

年
（
二
〇
一
八
年
）
か
ら
遡
る
こ
と
七
十
三
年
か
ら
七
十
年
前
の
で
き
ご
と
と

な
る
。
既
に
杜
夫
は
逝
去
（
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）
し
、
当
時
の
状

況
を
知
る
恩
師
や
知
人
も
年
毎
に
亡
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
資
料
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
当
時
の

杜
夫
を
理
解
し
作
品
を
解
釈
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
と
考
え
る
。

　

１　

與
曽
井
豊
（
湧
司
の
子
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

２　

與
曽
井
湧
司
宛
未
公
開
書
簡
（
一
部
茂
吉
の
葉
書
に
杜
夫
の
寄
書
）

３　

杜
夫
の
下
宿
家
屋
（
故
中
野
太
郎
江
方
）

４　

松
本
時
代
の
杜
夫
が
実
際
に
手
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
籍
（
旧
制
松

本
高
等
学
校
（
以
下
「
松
本
高
校
」
と
表
記
）
図
書
館
並
び
に
思
誠
寮
図

書
室
の
書
籍
、
現
在
は
信
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
書
庫
所
蔵
）

５　

杜
夫
が
初
期
作
品
を
描
く
上
で
資
料
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
希
臘

羅
馬
神
話
』（
信
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
「
北
杜
夫
文
庫
」
所
蔵
）

６　

美
ヶ
原
及
び
上
高
地
方
面
等
の
資
料

　

今
回
の
「
其
の
三
」
で
は
、「
１　

與
曽
井
豊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
」「
２

　

與
曽
井
湧
司
宛
未
公
開
書
簡
」
を
中
心
に
、
論
考
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
考
察
に
お
い
て
は
、
ま
ず
本
書
簡
と
の
出
会
い
の
経
緯
を
述
べ
、
時

系
列
に
沿
っ
て
書
簡
の
一
覧
表
を
作
成
し
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ

の
際
、
消
印
が
読
み
取
れ
ず
書
か
れ
た
期
日
を
特
定
し
兼
ね
る
も
の
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
杜
夫
の
日
記
（『
或
る
青
春
の
日
記
』（

１
）

以
下
「
杜
夫
日
記
」

と
表
記
）
及
び
茂
吉
の
日
記
（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第
三
十
二
巻
』「
日
記
四
」

以
下
「
茂
吉
日
記
」
と
表
記
）、
杜
夫
の
「
年
譜
」（『
北
杜
夫
全
集
第
十
五

巻
』
以
下
「
杜
夫
年
譜
」
と
表
記
）、
茂
吉
の
書
簡
（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第

三
十
六
巻
』「
書
簡
四
」「
書
簡
補
遺
」）
等
を
参
考
に
、当
時
の
杜
夫
の
足
取

り
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
書
簡
の
内
容
と
の
整
合
性
を
検
証
し
、
書
か
れ

た
期
日
を
想
察
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
、
中
に

は
杜
夫
執
筆
の
期
日
に
つ
い
て
筆
者
推
定
の
書
簡
が
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

次
に
、
実
際
の
書
簡
写
真
を
掲
載
公
開
し
文
言
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
、

書
簡
の
書
か
れ
た
当
時
の
杜
夫
の
背
景
・
情
況
等
に
つ
い
て
考
察
、
書
簡
の

解
釈
を
進
め
、
本
書
簡
の
文
学
的
な
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

　

本
書
簡
の
中
に
は
、
茂
吉
が
與
曽
井
湧
司
に
宛
て
た
葉
書
に
杜
夫
が
寄
せ
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書
き
し
た
も
の
が
二
点
あ
り
、
杜
夫
の
記
述
に
つ
い
て
は
茂
吉
全
集
の
「
書

簡
補
遺
」
未
収
録
で
あ
る
た
め
、本
論
考
に
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

喜
美
子
夫
人
が
杜
夫
の
不
在
時
に
贈
物
を
受
け
取
っ
た
際
、
杜
夫
に
代
わ
っ
て

湧
司
に
宛
て
た
お
礼
の
葉
書
も
あ
り
参
考
資
料
と
す
る
。

　

本
論
考
に
関
わ
る
資
料
の
著
作
権
並
び
に
掲
載
に
つ
い
て
は
、「
お
わ
り
に
」

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
、
許
諾
を
得
て
い
る
。

一
、
書
簡
と
の
出
会
い

　

１　

與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
と
の
出
会
い

　

杜
夫
は
晩
年
、
母
齋
藤
輝
子
へ
の
追
慕
あ
ふ
れ
る
自
伝
的
小
説
『
母
の
影（

２
）』

を
出
版
し
た
。
本
書
は
全
九
章
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
半

の
「
神
河
内
」「
根
津
山
」「
夜
光
虫
」「
茶
が
ら
」
に
は
主
に
幼
少
年
期
か
ら

青
年
期
に
か
け
て
の
思
い
出
が
描
か
れ
、
後
半
の
「
羽
田
の
蝙
蝠
」「
海
彼
へ

の
憧
れ
」「
天
衣
無
縫
」「
つ
い
の
宿
り
」
に
は
晩
年
も
奔
放
に
生
を
楽
し
む
輝

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
ほ
ど
の
「
死
に
給
う
父
」
に
は
父
茂
吉
像
が

力
強
く
描
か
れ
、
全
体
が
抒
情
味
豊
か
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に

は
松
本
高
校
以
来
の
親
友
辻
邦
生
が
「
虫
た
ち
と
歌
の
生
命
と
」
と
題
し
て
解

説
を
添
え
て
い
る
。

　

第
一
章
「
神
河
内
」
冒
頭
に
は
、
初
め
て
上
高
地
を
訪
れ
た
思
い
出
を
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
四
日
の
夜
、
私
は
、
松
本
で
父
の
関
係
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
世
話
を
受
け
た
与
曾
井
さ
ん
の
御
子
息
豊
君
と
、
島
々
宿
の
薄

汚
な
い
宿
屋
の
一
室
に
泊
っ
た
。（P.9

）

　

茂
吉
が
與
曽
井
湧
司
と
短
歌
を
通
し
て
懇
意
で
あ
り
、
茂
吉
の
湧
司
へ
の
依

頼
で
豊
が
杜
夫
を
上
高
地
に
案
内
し
た
こ
と
、
杜
夫
が
下
宿
で
世
話
に
な
り
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
其
の
一
」「
其
の
二
」
に

述
べ
た（

３
）。

　

筆
者
は
そ
の
調
査
段
階
で
、
生
前
の
豊（

４
）と

二
度
面
識
の
機
会
を
得
た
。
一
回

目
は
平
成
二
十
七
年
八
月
五
日
、
信
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
に
創
設
さ
れ
た

「
北
杜
夫
文
庫
」
閲
覧
後
の
自
宅
訪
問
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
神
河
内
」
に

描
か
れ
た
当
時
の
杜
夫
と
の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
し

た
。
二
回
目
は
そ
の
三
日
後
の
八
月
八
日
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
一
回
目
の
取
材

の
翌
日
、
豊
よ
り
「
土
蔵
の
中
の
資
料
を
見
せ
て
あ
げ
ま
す
」
の
電
話
を
受
け

二
度
目
の
訪
問
と
な
っ
た
。
二
度
目
は
豊
の
子
秀
治
も
同
席
の
も
と
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
後
、
土
蔵
に
て
以
下
の
杜
夫
関
連
の
資
料
を
閲
覧
し
た
。

１　

杜
夫
か
ら
與
曽
井
湧
司
へ
の
書
簡　

葉
書
15
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
簡
1
通

２　
「
齋
藤
宗
吉
内
」（
喜
美
子
夫
人
）
か
ら
與
曽
井
湧
司
へ
の
書
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
書
2
通

３　

茂
吉
か
ら
與
曽
井
湧
司
へ
の
書
簡　

葉
書
5
通
（
内
2
通
杜
夫
寄
書
）

４　

杜
夫
か
ら
の
初
版
贈
呈
本　
　
　
　

全
集
他
42
冊

　

豊
に
よ
る
と
、
茂
吉
書
簡
（
寄
書
葉
書
二
通
を
除
く
）
以
外
、
こ
れ
ら
の
資

料
は
い
ず
れ
も
未
公
開
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
豊
（
当
時
八
十
七
歳
）

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
心
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日

に
か
け
て
杜
夫
を
案
内
し
た
上
高
地
行
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
当
時
の
貴
重
な

証
言
資
料
と
し
て
、
筆
者
録
音
記
録
の
一
部
を
次
に
紹
介
す
る
。
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２　

八
月
五
日
（
一
回
目
）
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
一
部
抜
粋
》

―
―　

昭
和
二
十
年
の
七
月
に
北
さ
ん
と
上
高
地
へ
行
か
れ
た
時
は
ど
ん
な
様

子
で
し
た
か
。

　

上
高
地
行
っ
た
時
は
ね
、
北
さ
ん
と
、
ず
っ
と
あ
の
峠
を
越
え
て
ね
、
そ
れ

で
上
高
地
に
着
い
て
、
大
正
池
通
っ
て
行
っ
て
ね
え
。
山
道
を
川
沿
い
に
歩
い

て
行
っ
て
な
あ
。
そ
れ
で
あ
の
、
あ
そ
こ
の
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
レ
リ
ー

フ
ま
で
行
っ
て
ね
え
。
そ
れ
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
銅
像
を
眺
め
て
ね
え
。
北
さ
ん

は
一
生
懸
命
こ
れ
眺
め
て
い
て
、『
こ
れ
か
な
あ
』
な
ん
て
言
っ
て
な
あ
。
そ

れ
か
ら
二
人
で
河
童
橋
ま
で
行
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
山
を
眺
め
て
、『
や
っ
ぱ
り

信
州
の
風
景
は
違
う
な
あ
』
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
ま
あ
そ
こ
で
話
を
し

て
、
そ
れ
か
ら
、
あ
そ
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。

―
―　

ど
ん
な
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

そ
ん
と
き
話
し
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
、
虫
が
好
き
だ
っ
た
で
ね
え
、
虫
の
話

な
ん
か
を
色
々
し
た
な
あ
。

―
―　

四
日
ほ
ど
上
高
地
に
お
い
で
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
二
日
目
は
ど
ん

な
様
子
で
し
た
か
。

　

穂
高
の
向
こ
う
ま
で
は
行
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、途
中
ま
で
は
行
っ
た
な
あ
。

槍
ヶ
岳
の
な
、
あ
っ
ち
の
方
ま
で
、
途
中
ま
で
行
っ
た
な
あ
。

―
―　

北
さ
ん
は
、
宿
泊
ホ
テ
ル
で
ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
。

　

ま
あ
ず
っ
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
空
を
眺
め
て
い
る
と
言
う
か
、
外
を
眺
め
て

い
る
と
言
う
か
、
そ
う
い
う
雰
囲
気
だ
っ
た
な
あ
。
何
か
じ
っ
と
も
の
を
考
え

て
い
る
時
も
あ
っ
た
な
あ
。

―
―　

北
さ
ん
の
思
い
出
を
お
話
く
だ
さ
い
。

　

北
さ
ん
が
ま
だ
松
高
に
い
た
と
き
、
家
の
向
こ
う
の
ね
、
今
は
梅
丸
ハ
ウ

ス
っ
て
い
う
ビ
ル
が
あ
る
は
な
あ
。
昔
は
借
家
だ
っ
た
け
ど
、あ
そ
こ
に
ね
え
、

旧
制
松
高
の
時
に
な
あ
、一
年
近
く
下
宿
し
て
い
た
。
家
に
住
ん
で
い
て
な
あ
。

大
変
だ
っ
た
か
ら
家
に
来
た
ん
だ
よ
。
荷
物
は
家
に
置
い
て
あ
っ
た
だ
よ
。

　

そ
れ
で
、
彼
は
東
北
大
の
医
学
部
に
行
っ
て
な
あ
。
俺
も
あ
れ
さ
、
工
専
か

ら
東
北
大
の
工
学
部
に
行
っ
た
だ
よ
。
そ
れ
で
彼
は
一
年
先
だ
っ
た
ん
だ
よ

な
。
学
部
が
離
れ
て
て
、
仙
台
に
行
っ
た
時
は
余
り
会
う
機
会
は
無
か
っ
た
な

あ
。
松
本
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
た
ま
に
家
に
寄
っ
て
な
あ
。
そ
れ
で
、
あ
と

本
を
な
あ
。
本
を
出
版
し
た
時
は
、必
ず
俺
の
所
に
真
っ
先
に
送
っ
て
く
れ
た
。

『
こ
れ
は
先
ず
最
初
に
さ
し
上
げ
ま
す
』
と
い
う
よ
う
な
こ
と
書
い
て
な
。
そ

れ
な
も
ん
で
な
あ
、
土
蔵
に
今
三
十
冊
以
上
入
っ
て
い
る
。
ま
あ
い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
で
、
ま
あ
本
も
よ
く
書
い
て
出
し
て
く
れ
た
な
あ
。

　

３　

八
月
八
日
（
二
回
目
）
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
一
部
抜
粋
》

―
―　

前
回
北
さ
ん
が
「
一
年
近
く
下
宿
し
て
い
た
」
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、

何
か
覚
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。



92

　

俺
は
あ
の
時
（
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
九
日
、
筆
者
記
）
な
あ
、
上
高
地
か

ら
下
山
し
て
あ
の
後
、
俺
は
七
月
、
学
徒
動
員
で
名
古
屋
へ
行
っ
て
な
あ
、
空

襲
に
あ
っ
た
だ
よ
。
こ
れ
が
空
襲
の
時
拾
っ
て
持
っ
て
き
た
米
軍
機
の
焼
夷
弾

の
筒
だ
よ
（
豊
は
実
際
の
焼
夷
弾
の
残
骸
の
実
物
を
手
に
取
っ
て
見
せ
て
く
れ

た
。
筆
者
記
）。

　

そ
れ
か
ら
名
古
屋
か
ら
帰
っ
て
き
た
だ
よ
。
あ
の
時
北
さ
ん
は
ど
こ
に
行
っ

た
の
か
な
あ
（
杜
夫
は
八
月
大
町
の
昭
和
電
工
へ
、
二
十
八
日
か
ら
九
月
十
二

日
ま
で
山
形
の
茂
吉
の
も
と
へ
、
筆
者
記
）。
荷
物
は
家
に
置
い
て
い
た
な
あ
。

―
―　

北
さ
ん
が
一
人
で
山
や
空
を
眺
め
、
一
人
で
じ
っ
と
し
て
い
た
の
は
ど

の
く
ら
い
の
時
間
で
し
た
か
。
上
高
地
は
よ
く
ご
存
じ
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
北
さ
ん
を
ご
案
内
さ
れ
る
前
に
何
回
く
ら
い
行
か
れ
て
い
ま
し
た

か
。

　

北
さ
ん
は
よ
く
一
人
で
じ
っ
と
し
て
い
た
な
あ
。
一
時
間
く
ら
い
は
じ
っ
と

し
て
山
や
川
を
眺
め
て
い
た
な
あ
。上
高
地
は
中
学
時
代
に
二
、三
回
は
登
っ
て

い
た
な
あ
。

―
―　

岩
魚
釣
り
は
ど
の
辺
り
で
し
ま
し
た
か
。

　

河
童
橋
か
ら
下
の
方
の
川
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
辺
り
だ
っ
た
な
あ
。
二

人
で
釣
っ
た
な
あ
。
釣
っ
た
魚
は
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
な
あ
。

　

４　

訪
問
の
ま
と
め

　

豊
は
八
十
七
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
も
、
遠
い
記
憶
を
掘
り
起
こ
す

よ
う
に
語
り
伝
え
た
。
上
高
地
行
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
行
程
や
杜
夫
の
様
子
は

「
神
河
内
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
り
、作
品
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
っ
た
。
時
と
し
て
独
り
山
を
、
空
を
、
梓
川
を
眺
め
入
っ
た
と
い

う
杜
夫
の
姿
に
は
、
当
時
の
戦
局
極
ま
る
中
、
一
億
玉
砕
を
覚
悟
し
て
い
た
と

い
う
杜
夫
の
、
ナ
イ
ー
ブ
で
感
傷
的
な
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
う
し
た
沈
思
黙

考
の
姿
に
、
茂
吉
の
作
歌
姿
勢
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
。
昭
和
二
十
一
年

六
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
三
日
ま
で
杜
夫
は
夏
休
み
に
山
形
大
石
田
の
茂

吉
の
も
と
（
聴
禽
書
屋
）
で
生
活
し
た
。
杜
夫
は
こ
の
時
初
め
て
茂
吉
の
作
歌

の
姿
を
目
に
し
た
と
い
う
。

父
は
た
ま
に
私
を
連
れ
て
散
歩
に
出
た
。
と
き
ど
き
立
止
っ
て
は
瞑
目

し
た
。
手
帳
に
な
に
か
書
き
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
近
所
の
神
社
の
境

内
へ
行
く
と
き
、
サ
ン
ダ
ワ
ラ
を
持
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
を
地
面
に
敷
い

て
腰
を
下
ろ
し
、
長
い
あ
い
だ
じ
っ
と
瞑
目
し
た
。
彫
像
の
よ
う
に
身
じ

ろ
ぎ
も
し
な
か
っ
た
。（『
茂
吉
晩
年
』（P.76

））

　

こ
れ
は
杜
夫
が
豊
と
上
高
地
を
訪
れ
た
翌
年
の
出
来
事
で
あ
り
、
上
高
地
で

杜
夫
が
じ
っ
と
し
て
梓
川
や
連
な
る
山
々
に
眺
め
入
る
姿
は
茂
吉
の
真
似
で
は

な
く
、
親
子
に
共
通
す
る
天
性
の
感
性
か
と
豊
の
証
言
か
ら
推
察
で
き
る
。

　

豊
は
早
生
ま
れ
で
杜
夫
と
同
学
年
で
あ
っ
た
。杜
夫
が
松
本
高
校
一
年
の
時
、

豊
は
工
専
（
信
州
大
学
工
学
部
の
母
体
と
な
っ
た
長
野
工
業
専
門
学
校
）
一
年

の
関
係
で
あ
る
。
豊
は
そ
の
後
工
専
を
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
卒
業
し（

５
）、

東
北

大
学
工
学
部
に
進
学
し
た
。
当
時
、
杜
夫
は
荷
物
を
與
曽
井
宅
に
置
い
て
し
ば

ら
く
行
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
一
年
近
く
下
宿
し
て
い
た
」と
い
う
豊
の

言
葉
は
そ
の
た
め
で
、
実
際
こ
の
時
期
の
杜
夫
は
、
松
本
・
東
京
・
仙
台
等
か

な
り
の
移
動
を
重
ね
な
が
ら
生
活
の
場
を
変
え
て
い
た
（
本
論
第
二
章
第
一
節
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参
照
）。

　

杜
夫
は
昭
和
二
十
年
の
上
高
地
行
か
ら
二
十
三
年
の
東
北
大
学
入
学
へ
と
、

松
本
高
校
時
代
を
通
し
て
、
茂
吉
と
縁
が
深
か
っ
た
與
曽
井
家
の
愛
情
と
好
意

に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
杜
夫
も
作

品
出
版
の
度
に
初
版
本
を
與
曽
井
家
に
寄
贈
す
る
こ
と
を
続
け
て
き
た
も
の
と

考
え
る
。

　

今
回
、
豊
と
の
邂
逅
に
よ
り
閲
覧
し
た
二
十
三
通
に
も
及
ぶ
書
簡
そ
れ
ぞ
れ

の
文
面
に
は
、
松
本
で
多
感
な
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
当
時
の
杜
夫
と
與
曽
井

親
子
（
湧
司
・
豊
）
と
の
固
い
絆
が
読
み
取
れ
る
。

二
、
書
簡
の
日
付
想
察

　

１　

昭
和
二
十
三
年
の
足
取
り

　

與
曽
井
書
簡
は
そ
の
発
信
時
期
（
消
印
）
及
び
書
簡
形
式
か
ら
以
下
の
Ⅰ
～

Ⅳ
群
に
分
類
で
き
る
（
第
三
章
「
書
簡
一
覧
表
」
参
照
）。

Ⅰ
群　

昭
和
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
四
年
、
杜
夫
の
松
本
時
代
か
ら
仙
台
時

代
の
初
年
度
ま
で
の
葉
書
10
通
。

Ⅱ
群　

昭
和
二
十
四
年
、
仙
台
時
代
一
年
目
の
冬
、
ワ
ラ
半
紙
書
簡
1
通
。

Ⅲ
群　

昭
和
四
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
、
世
田
谷
自
宅
よ
り
葉
書
7
通

（
内
2
通
は
夫
人
）。

Ⅳ
群　

昭
和
二
十
三
年
、
茂
吉
の
葉
書
に
杜
夫
が
寄
せ
書
き
し
た
2
通
。

　

分
類
の
際
、消
印
解
読
不
明
の
葉
書
に
つ
い
て
は
、書
簡
の
内
容
を
手
が
か
り

に
杜
夫
の
執
筆
時
の
情
況
や
足
取
り
に
つ
い
て
関
連
資
料
に
当
た
り
な
が
ら
整

故與曽井豊　　　平成 27．8．8 筆者撮影

北杜夫の寄贈本　平成 27．8．8 筆者撮影
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理
し
、
発
信
時
期
を
推
定
し
た
。
特
に
杜
夫
が
松
本
高
校
か
ら
東
北
大
学
に
進

学
し
た
昭
和
二
十
三
年
は
、
次
の
よ
う
に
「
代
田
」「
松
本
」「
仙
台
」「
箱
根
」

と
頻
繁
な
移
動
が
み
ら
れ
る
（
以
下
に
そ
の
根
拠
と
な
る
資
料
を
時
系
列
に
て

一
月
か
ら
十
月
ま
で
列
挙
し
、
隅
付
き
括
弧
【　

】
で
場
所
を
明
記
す
る
）。

１
・1/1
代
田
の
家
で
家
族
そ
ろ
っ
て
正
月
を
迎
え
る
。「
家
内
寫
眞
、
予
、

輝
子
、
茂
太
、
美
智
子
、
宗
吉
、
昌
子
、
茂
一
ノ
七
人
デ
ア
ッ
タ
」（「
茂

吉
日
記
」「
昭
和
二
十
三
年
」（P.368

））【
代
田
】

２
・1/11

「
〇
宗
吉
午
前10
半
新
宿
發
ニ
テ
松
本
へ
出
發
シ
タ
」（「
茂
吉

日
記
」「
昭
和
二
十
三
年
」（P.372

））

　

・「
一
月
、
松
本
市
大
柳
町
一
〇
〇
七
に
下
宿
を
移
す
」（「
杜
夫
年
譜
」

（P.364

））

　

・「
二
月
、
松
本
市
大
柳
町
小
岩
井
外
科
病
院
に
移
る
」（「
杜
夫
年
譜
」

（P.364

））【
松
本
】

３
・2/23

「
上
京
す
る
」（「
杜
夫
年
譜
」（P.364

））【
代
田
】

４
・3/13

「
仙
台
に
行
き
、東
北
大
学
医
学
部
を
受
験
し
、
合
格
す
る
」（「
杜

夫
年
譜
」（P.364

））【
仙
台
】

５
・4/4

「
宗
吉
外
出
」（「
茂
吉
日
記
」（P.402

））【
代
田
】

　

・4/18

「
夜
、
宗
吉
歸
ル
」（「
茂
吉
日
記
」（P.405

））

　

・4/4

～4/18

松
本
行
。（「
杜
夫
日
記
」（PP.7-22

））【
松
本
】

６
・4/18

～28

杜
夫
は
東
京
に
て
身
辺
整
理
、
仙
台
行
の
準
備
を
し
た
。

（「
杜
夫
日
記
」（PP.24-26

））【
代
田
】

７
・4/29 「
仙
台
に
今
日
来
た
。相
変
ら
ず
き
た
な
い
街
だ
」（「
杜
夫
日
記
」

（P.26

））

　

・「
仙
台
市
中
島
町
（
岡
崎
方
）
に
下
宿
」（「
杜
夫
年
譜
」（P.364

））

　

・5/30 「
午
後
、
太
田
さ
ん
へ
引
越
し
」（「
杜
夫
日
記
」（P.81

））

　

・「
仙
台
市
北
五
番
町
の
下
宿
へ
移
る
」（「
杜
夫
年
譜
」（P.364

））

　

・6/20

「
伊
達
さ
ん
へ
引
越
し
た
」（「
杜
夫
日
記
」（P.148

））【
仙
台
】

８
・6/27

帰
京
す
る
。「
夕
食
中
、
宗
吉
カ
ヘ
ル　

階
下
に
寐
ル
」（「
茂
吉

日
記
」（P.424

））【
代
田
】

９ 

・ 7/12

「
九
時
半
の
汽
車
。
松
本
、懐
し
い
」（「
杜
夫
日
記
」（P.170

））

　

・7/14　
「
ピ
ン
ポ
ン
合
宿
」（「
杜
夫
日
記
」（P.171

））【
松
本
】

10
・7/18

「
〇
宗
吉
、
松
本
ヨ
リ
歸
ル
」（「
茂
吉
日
記
」（P.430

））

　

 

・ 7/19

「
〇
十
一
時
ス
ギ
ニ
宗
吉
ノ
友
人
二
人
來
リ
テ
ト
マ
ル
」（「
茂
吉

日
記
」（P.430

））

　

・7/20 

「
卓
球
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
富
山
を
４
―
３
で
喰
う
。（
中
略
）
待

望
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
勝
利
を
得
た
」（「
杜
夫
日
記
」（P.172

））

　

・7/21

「
宗
吉
ノ
友
人
カ
ヘ
ル
」（「
茂
吉
日
記
」（P.431

））【
代
田
】

11
・7/26

「
親
父
と
箱
根
」（「
杜
夫
日
記
」P.172

））

　

 

・ 8/28
「
茂
一
發
熱
（39

°
）
シ
終
夜
唸
リ
、
嘔
吐
（
飯
）
シ
タ
（
後

略
）」（「
茂
吉
日
記
」（P.442

））　　

　

・8/30

「
宗
吉
カ
ヘ
ル
」（「
茂
吉
日
記
」（P.442

））【
箱
根
】
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12 

・ 9/11

「
急
行
（
九
時
）
で
仙
台
へ
、夕
方
着
」（「
杜
夫
日
記
」（PP.214-

215

））【
仙
台
】

13
・10/11

「
朝
、
仙
台
発
。
夜
九
時
半
東
京
着
。
夜
行
で
松
本
へ
」（「
杜

夫
日
記
」（P.223

））

　

・10/12
～17

「
松
本
在
。
十
八
日
帰
京
」（「
杜
夫
日
記
」（P.223

））、

「
松
高
記
念
祭
」（「
杜
夫
日
記
」（P.224

））
に
参
加
し
、「（
前
略
）
浅

間
へ
行
っ
て
ま
た
多
少
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
ブ
ル
ン
ネ
ン
の
下
宿
へ

行
っ
た
。
バ
カ
話
を
し
て
、
あ
と
與
曽
井
さ
ん
で
泊
ま
る
」（「
杜
夫
日

記
」（P.223

））

　

・10/20

「
午
後
四
時
家
を
出
、
辻
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
夜
八
時
ま
で

話
す
。（
中
略
）
午
後
九
時
十
五
分
の
汽
車
で
帰
仙
」（「
杜
夫
日
記
」

（P.224

））【
東
京
経
由
で
松
本
、
そ
の
後
東
京
経
由
で
仙
台
】

　

２　

書
簡
の
日
付
推
定

　

與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
中
、
消
印
不
明
の
書
簡
（
葉
書
）
は
十
二
点
で
あ
っ

た
。
本
論
考
で
は
特
に
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に
か
け
て
の
以

下
九
点
に
つ
い
て
執
筆
時
を
検
討
す
る
（
資
料
番
号
は
第
三
章
、
書
簡
一
覧
表

参
照
）。

　

１　

北
―
Ⅰ
―
２　
（
松
本
市
出
川
町　

松
高
思
誠
寮
よ
り
）

２　

北
―
Ⅰ
―
３　
（
山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町　

二
藤
部
方
よ
り
）

３　

北
―
Ⅰ
―
４　
（
世
田
谷
区
代
田
よ
り
）

４　

北
―
Ⅰ
―
５　
（
世
田
谷
区
代
田
よ
り
）

５　

北
―
Ⅰ
―
６　
（
仙
台
市
中
島
町
四
六　

岡
崎
方
よ
り
）

６　

北
―
Ⅰ
―
７　
（
仙
台
市
中
島
町
四
六　

岡
崎
方
よ
り
）

７　

北
―
Ⅰ
―
８　
（
世
田
谷
区
代
田
よ
り
）

８　

北
―
Ⅰ
―
９　
（
仙
台
市
支
倉
通
一　

山
本
方
よ
り
）

９　

北
―
Ⅰ
―
10　
（
世
田
谷
区
代
田
よ
り
）

　

北
―
Ⅰ
―
２

　

本
書
簡
本
文
に
「
小
生
三
月
三
日
よ
り
当
地
に
來
て
南
松
本
の
日
本
ス
テ
ン

レ
ス
の
寮
に
居
り
ま
す
．
学
校
ま
で
歩
い
て
四
〇
分
か
ゝ
る
の
で
閉
口
で
す
．

十
八
日
か
ら
試
験
█
で
す
が
休
み
中
何
も
し
な
か
っ
た
の
で
大
ア
ワ
テ
を
し
て

ゐ
る
所
で
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
松
本
高
校
二
年
進
級
時
の
情
況
を
伝
え

た
内
容
で
あ
る
。
茂
吉
が
「
一
月
末
よ
り
山
形
県
北
村
山
郡
の
大
石
田
と
云
ふ

所
へ
移
り
ま
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
日
以
降
の
上

旬
執
筆
と
推
定
す
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
３

　

本
書
簡
は
「
７
・
６
」
の
消
印
が
確
認
で
き
る
。
差
出
元
が
「
山
形
県
北
村
山

郡
大
石
田
町　

二
藤
部
兵
右
衛
門
様
方
」
で
あ
り
、「
二
十
八
日
に
当
地
に
着

き
ま
し
た
」
と
あ
り
、
茂
吉
の
病
状
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昭

和
二
十
一
年
二
度
目
の
大
石
田
茂
吉
と
の
生
活
時
（
六
月
二
十
八
日
か
ら
八
月

二
十
三
日
）
の
葉
書
と
理
解
で
き
る
。
本
書
簡
は
昭
和
二
十
一
年
七
月
六
日
頃

執
筆
と
考
え
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
４

　

本
書
簡
本
文
に「
松
本
滞
在
中
は
本
当
に
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。東
京
も

や
う
や
く
本
格
的
の
春
日
和
に
櫻
も
ポ
ツ
〳
〵
ほ
こ
ろ
び
か
け
た
様
子
で
す
。

小
生
何
と
か
仙
台
医
科
へ
は
入
れ
ま
し
た
の
で
、
近
い
中
に
荷
物
を
ま
と
め
に

行
か
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
北
大
学
合
格
を
伝
え
る
内
容
で

あ
る
。
本
論
第
二
章
第
一
節
「
昭
和
二
十
三
年
の
足
取
り
」
を
見
る
と
、
杜
夫
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は
二
月
二
十
三
日
に
上
京
し
、
三
月
十
三
日
に
大
学
を
受
験
し
た
。
そ
の
後
四

月
四
日
か
ら
四
月
十
八
日
ま
で
二
週
間
ほ
ど
松
本
に
滞
在
し
た
。「
二
ケ
月
も
山

を
見
な
い
と
も
の
足
ら
な
く
て
困
り
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
は
二

月
の
上
京
後
足
掛
け
二
か
月
の
四
月
上
旬
頃
、
松
本
行
の
直
前
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
上
旬
頃
執
筆
と
推
定
す
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
５

　

本
書
簡
は
「
４
・
２
８
」
の
消
印
が
確
認
で
き
る
。
大
学
に
合
格
し
た
杜
夫
は

二
週
間
の
松
本
行
の
後
、
四
月
十
八
日
か
ら
四
月
二
十
八
ま
で
代
田
に
て
身
辺

整
理
、
仙
台
行
の
準
備
を
し
た
（
本
章
第
一
節
「
昭
和
二
十
三
年
の
足
取
り
」

参
照
）。
本
書
簡
に
は
「
ま
だ
東
京
で
モ
サ
〳
〵
し
て
ゐ
ま
す
。（
中
略
）
明
後

二
十
九
日
に
立
つ
豫
定
で
す
」
と
あ
り
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日
の
執

筆
と
考
え
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
６

　

本
書
簡
消
印
は
不
明
で
あ
る
が
、
表
の
差
出
人
住
所
の
上
に
杜
夫
自
筆
で

「
五
月
二
日
」
と
あ
る
。
差
出
元
が
仙
台
市
で
あ
り
、「
二
十
九
日
は
や
っ
と
当

地
に
き
ま
し
た
」
と
仙
台
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
二
日
の
執
筆
と
考
え
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
７

　

本
書
簡
は
松
本
か
ら
の
荷
物
が
仙
台
に
届
い
た
こ
と
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、「
仙

台
も
こ
の
二
・
三
日
や
っ
と
五
月
ら
し
い
日
の
光
が
み
な
ぎ
っ
て
」
と
五
月
の

所
感
や
講
義
の
感
想
を
伝
え
て
い
る
。
文
末
に
「
五
月
六
日
」
と
あ
り
、
昭
和

二
十
三
年
五
月
六
日
の
執
筆
と
考
え
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
８

　

先
の
「
昭
和
二
十
三
年
の
足
取
り
」
を
見
る
と
、
四
月
二
十
九
日
の
仙
台
市

中
島
町
岡
崎
方
へ
の
下
宿
以
降
、
杜
夫
は
太
田
方
、
伊
達
方
と
下
宿
を
移
っ
た
。

そ
の
後
、
六
月
二
十
七
日
に
一
旦
帰
京
す
る
も
七
月
十
二
日
か
ら
七
月
十
八
日

に
は
再
び
松
本
を
訪
れ
、
ピ
ン
ポ
ン
合
宿
に
参
加
し
た
。
七
月
十
八
日
に
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手
と
上
京
、
友
人
を
自
宅
に
泊
め
、
七
月
二
十
日
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
観
戦
し
て
い
る
。
本
書
簡
で
は
七
月
十
八
日
午
前
二
時
頃
か
ら
の

ス
ト
ー
ム
、
上
京
の
様
子
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
結
果
、
更
に
は
甥
の
盲
腸
で
帰

仙
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
事
情
を
伝
え
、
冒
頭
に
は
「
僕
は
明
日
立
つ
豫
定

で
荷
作
り
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
あ
る
。
杜
夫
が
箱
根
の
童
馬
山
房
に
て

茂
吉
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
た
の
は
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
三
十
日
で
あ

り
、
帰
仙
し
た
の
は
九
月
十
一
日
で
あ
る
。
以
上
の
情
況
と
本
書
簡
消
印
の
確

認
で
き
る
日
付
「
11
」
よ
り
、
本
書
簡
は
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
日
の
執
筆
と

推
定
す
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
９

　

昭
和
二
十
三
年
十
月
十
二
日
よ
り
十
七
日
に
か
け
て
杜
夫
は
単
身
密
行
し

「
松
高
記
念
祭
」
に
参
加
し
た
。
本
書
簡
に
「
信
州
行
き
は
ど
う
や
ら
ホ
ゝ
カ
ム

0

0

0

0

リ0

し
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
故
何
と
ぞ
そ
の
お
積
り
で
ゐ
て
下
さ
い
」

（
傍
点
筆
者
）
と
あ
り
、内
緒
の
由
を
伝
え
て
い
る
。
日
記
に
「
與
曽
井
さ
ん
で

泊
ま
る
」（「
杜
夫
日
記
」（P.223

））
と
あ
り
、
冒
頭
の
「
先
日
は
色
々
お
世

話
様
に
な
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
は
密
行
宿
泊
の
際
の
感
謝
と
考

え
ら
れ
る
。
本
書
簡
は
消
印
「
10
・
27
」
が
あ
り
、
差
出
元
が
「
仙
台
市
支
倉

通
一
山
本
和
様
方
」

（
（
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
本
か
ら
仙
台
に
戻
っ
た
杜
夫
が
昭

和
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
頃
に
執
筆
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　

北
―
Ⅰ
―
10

　

差
出
元
が
代
田
、冒
頭
「
謹
賀
新
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
東
京
か
ら
の
年
賀
状

で
あ
る
。「
医
学
部
は
十
五 

・ 

六
日
か
ら
初
ま
る
の
で
間
も
な
く
歸
仙
す
る
積

り
」
と
あ
り
、新
年
に
な
っ
て
か
ら
の
執
筆
と
推
察
す
る
。「
茂
吉
日
記
」（「
昭

和
二
十
四
年
」（P.464

））
の
「
一
月
十
日
」
に
は
「
〇
宗
吉
朝
、
仙
臺
に
出

立
」
と
あ
り
、本
書
簡
は
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
日
よ
り
前
の
執
筆
と
推
定

（
（
（

す
る
。
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三
、
書
簡
一
覧
表
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四
、
書
簡
公
開
の
方
針

１　

書
簡
一
覧
表
の
凡
例
（
留
意
事
項
）

　

書
簡
の
一
覧
表
作
成
は
次
の
方
針
に
よ
る
。

①　

書
簡
一
覧
表
の
項
目

　
　

項
目
は
「
資
料
番
号
」「
表
題
（
宛
名
）」「
作
成
者
」「
作
成
年
代
」「
形

態
」「
数
量
」「
差
出
元
」「
概
要
」
と
各
項
目
を
立
て
整
理
し
た
。

②　

資
料
番
号

　
　

本
論
第
三
章
「
書
簡
一
覧
表
」
に
付
与
し
た
資
料
番
号
は
、
本
論
第
二

章
「
書
簡
の
日
付
想
察
」
に
述
べ
た
よ
う
に
、ま
ず
書
簡
の
発
信
時
期
（
消

印
）
及
び
書
簡
形
式
か
ら
Ⅰ
～
Ⅳ
群
に
分
類
し
た
。
次
に
筆
者
が
想
察
、

推
定
し
た
書
簡
の
「
作
成
年
代
」
に
基
づ
き
時
系
列
で
番
号
を
付
与
し
た
。

資
料
番
号
は
「
作
成
者
―
群
―
作
成
年
代
番
号
」
の
順
に
筆
者
が
付
与
し

た
も
の
で
あ
る
。

③　

書
簡
の
表
題

　
　

書
簡
の
表
題
は
総
て
「
北
杜
夫
書
簡
」
と
し
宛
名
を
括
弧
で
示
し
た
。

ま
た
、茂
吉
書
簡
に
杜
夫
が
寄
せ
書
き
し
た
書
簡
に
つ
い
て
は
「（
茂
吉
書

簡
に
寄
書
）」
と
明
記
し
た
。

④　

差
出
元

　
　

差
出
元
は
杜
夫
が
ど
こ
で
書
簡
を
執
筆
し
た
か
を
明
記
し
た
。

⑤　

概
要

　
　

概
要
は
書
簡
内
容
の
要
点
を
簡
潔
に
示
し
、
夫
人
の
書
簡
は
括
弧
で
明

記
し
た
。
ま
た
、茂
吉
書
簡
に
つ
い
て
は
『
齋
藤
茂
吉
全
集
第
三
十
六
巻
』

の
「
書
簡
補
遺
」
の
番
号
を
明
記
し
た
。

　

２　

書
簡
公
開
の
凡
例
（
留
意
事
項
）

　

書
簡
の
公
開
は
次
の
方
針
に
よ
る
。

①　

書
簡
公
開
の
構
成

　
　

書
簡
公
開
は
一
書
簡
の
表
裏
を
一
組
と
し
、上
段
右
側
に
書
簡
（
葉
書
）

の
表
面
画
像
を
載
せ
、
上
段
左
側
に
書
簡
（
葉
書
）
の
裏
面
画
像
を
載
せ

た
。
ま
た
上
段
の
画
像
に
対
応
し
、下
段
右
側
に
は
表
面
の
原
文
（
消
印
）

の
活
字
化
内
容
を
載
せ
、
下
段
左
側
に
は
裏
面
の
原
文
の
活
字
化
内
容
を

載
せ
た
。「
北
―
Ⅱ
―
１
」
は
上
段
に
原
文
画
像
、
下
段
に
活
字
化
内
容
。

②　

活
字
化

　
　

書
簡
（
葉
書
）
の
活
字
化
に
際
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
文
の
字
体
及

び
表
記
を
尊
重
し
た
。
表
面
は
書
簡
の
形
態
を
隅
付
き
括
弧
【　

】
で
示

し
、「
住
所
」「
宛
名
」「
差
出
人
住
所
」「
差
出
人
氏
名
」
等
原
文
に
対
応

し
行
頭
を
揃
え
て
示
し
た
。
裏
面
は
誤
読
を
避
け
る
箇
所
、
改
行
が
必
要

と
思
わ
れ
る
箇
所
以
外
原
文
を
詰
め
て
活
字
化
し
た
（
原
文
の
改
行
や
余

白
等
、
杜
夫
の
執
筆
時
の
意
識
や
息
づ
か
い
は
画
像
参
照
）。

③　

原
文
の
杜
夫
修
正
箇
所

　
　

書
簡
の
中
に
は
杜
夫
が
修
正
を
す
る
際
、
塗
潰
し
を
加
え
修
正
し
た
箇

所
が
あ
る
。活
字
化
に
際
し
て
は
塗
潰
し
箇
所
を
網
掛
け
で
示
し
、修
正
し

た
部
分
を
活
字
化
し
た
。
ま
た
、茂
吉
の
住
所
印
の
一
字
「
茂
」
を
「
宗
」

に
修
正
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
活
字
化
に
際
し
て
明
記
し
た
。

④　

消
印
及
び
執
筆
日
時

　
　

消
印
は
認
識
可
能
な
部
分
は
活
字
化
し
、
困
難
な
場
合
は
「
不
明
」
と

明
記
し
た
。
杜
夫
が
日
付
を
表
記
し
た
「
北
―
Ⅰ
―
６
」「
北
―
Ⅰ
―
７
」

は
そ
の
ま
ま
活
字
化
し
た
。
ま
た
與
曽
井
湧
司
が
覚
書
き
と
し
て
記
入
し

た
日
付
は
活
字
化
の
際
、
そ
の
旨
を
明
記
し
参
考
と
し
た
。
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北－Ⅰ－１葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－１葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町　

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

20
・
10
・
5

松
本
髙
校
思
誠
寮
内

斎
藤
宗
吉

拜
啓
．
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
其
の
後
お
元
気
の
事
と
思
ひ
ま
す
。
こ
の
前

の
日
曜
日
に
は
友
達
と
美（

（
（

へ
行
っ
て
居
て
失
礼
致
し
ま
し
た
。授
業
も
█
や
う

や
く
軌
道
に
乘
っ
た
様
で
す
。豊
君
は
学
校
の
方
へ
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。
上
髙
地
で
寫
し
た
寫
眞
は
東
京
で
友
達
へ
頼
ん
だ
故
．
出
來
█
次
第
お

送
り
す
る
と
お
傳
へ
下
さ
い
。
で
は
又
．
お
体
を
お
大
切
に
。
草
々
。

五
、
書
簡
公
開
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北－Ⅰ－ 2葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 2葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

松
本
市
出
川
町

松
髙
思
誠
寮

斉
藤
宗
吉

御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
．
小
生
三
月
三
日

よ
り
当
地
に
來
て
南
松
本
の
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
の
寮
に
居
り
ま
す
．
学
校
ま
で

歩
い
て
四
〇
分
か
ゝ
る
の
で
閉
口
で
す
．
十
八
日
か
ら
試
験
█
で
す
が
休
み
中

何
も
し
な
か
っ
た
の
で
大
ア
ワ
テ
を
し
て
ゐ
る
所
で
す
．
父
は
一
月
末
よ
り
山

形
県
北
村
山
郡
の
大
石
田
と
云
ふ
所
へ
移
り
ま
し
た
．
今
度
は
少
し
勉
強
す
る

積
り
で
御
無
沙
汰
す
る
と
云
っ
て
居
り
ま
し
た
．
豊
君
は
学
校
で
す
か
．
お
歸

の
折
は
宜
し
く
申
し
て
下
さ
い
．
草
々
．
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北－Ⅰ－ 3葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 3葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

長
野
縣
松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

7
・
6

山
形
県
北
村
山
郡
大
石
田
町

二
藤
部
兵
右
衛
門
様
方

斉
藤
宗
吉

ご
て
い
ね
い
な
御
█
手
紙
拜
受
し
ま
し
た
。二
十
八
日
に
当
地
に
着
き
ま
し
た
。

父
も
大
分
快
方
に
向
っ
て
居
り
ま
す
が
年
の
せ
い
で
相
当
長
び
く
様
子
で
す
．

で
ま
だ
仕
事
も
し
て
居
ら
な
い
狀
態
で
歌
集
の
事
を
聞
き
ま
し
た
ら
全
く
見
込

が
つ
か
な
い
と
言
っ
て
居
り
ま
し
た
。
ま
だ
か
ゝ
ん
だ
り
す
る
と
痛
む
と
申
し

て
居
り
ま
す
．当
地
は
東
京
よ
り
大
分
涼
し
い
様
で
殊
に
こ
の
二
・
三
日
梅
雨
模

様
の
天
氣
で
夏
シ
ャ
ツ
だ
け
で
は
寒
い
程
で
す
。不
取
敢
御
返
事
ま
で　

草
々
．



102

北－Ⅰ－ 4葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 4葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町　
　

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

東
京
都
世
田
谷
區
代
田

一
丁
目
四
〇
〇
番
地

齋
藤
█
宗
吉

（
茂
吉
の
住
所
印
を
使
用
し
「
茂
」
を
消
し
て
「
宗
」
の
み
書
く
。
筆
者
付
記
）

御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
、
皆
々
様
お
変
り
な
い
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
松
本
滞

在
中
は
本
当
に
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
も
や
う
や
く
本
格
的
の
春
日

和
に
櫻
も
ポ
ツ
〳
〵
ほ
こ
ろ
び
か
け
た
様
子
で
す
。
小
生
何
と
か
仙
台
医
科
へ

は
入
れ
ま
し
た
の
で
、
近
い
中
に
荷
物
を
ま
と
め
に
行
か
う
と
思
ひ
ま
す
。
そ

の
際
は
又
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
信
州
も
や
う
や
く
春
め
い
で
き
た
こ
と
で
せ

う
。
二
ケ
月
も
山
を
見
な
い
と
も
の
足
ら
な
く
て
困
り
ま
す
。
で
は
皆
様
に
宜

し
く
．
草
々
．



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―103

北－Ⅰ－ 5葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 5葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町　
　

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

4
・
28

東
京
都
世
田
谷
區
代
田

一
丁
目
四
〇
〇
番
地　

齋
藤
█
宗
吉

（
茂
吉
の
住
所
印
を
使
用
し
「
茂
」
を
消
し
て
「
宗
」
の
み
書
く
。
筆
者
付
記
）

前
略
。
ま
だ
東
京
で
モ
サ
〳
〵
し
て
ゐ
ま
す
。
や
っ
と
荷
物
を
発
送
し
ま
し
た

か
ら
―
―
松
本
か
ら
送
っ
た
奴
無
事
と
ど
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
―
―
明
後
二
十
九
日
に
立
つ
豫
定
で
す
。
豊
君
に
も
連
絡
し
て
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
外
の
荷
物
の
輸
送
賃
．
分
か
り
ま
し
た
ら
ど
う
か
お
知
ら
せ
願

ひ
ま
す
。
仙
台
の
友
達
か
ら
は
、
み
ん
な
心
配
し
て
る
だ
の
．
講
義
が
朝
８
時

か
ら
夕
五
時
ま
で
で
ノ
ー
ト
の
ブ
ラ
ン
ク
が
大
変
だ
の
と
言
っ
て
き
ま
す
。
で

も
ノ
ン
キ
な
も
の
で
す
。
で
は
何
れ
又
．



104

北－Ⅰ－ 6葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 6葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

仙
台
市
中
島
町
四
六

岡
崎
方　

斉
藤
宗
吉

五
月
二
日

前
略　

二
十
九
日
は
や
っ
と
当
地
に
き
ま
し
た
。
き
た
な
い
街
で
す
が
一
寸
は

づ
れ
に
行
く
と
杜
の
都
の
お
も
か
げ
が
殘
っ
て
ゐ
ま
す
。
昨
日
豊
君
と
会
ひ
ま

し
た
。
前
の
下
宿
が
駄
目
だ
と
の
こ
と
で
寮
へ
訪
ね
て
行
っ
た
ら
、
二
人
の
部

屋
で
大
い
に
チ
ラ
か
し
た
部
屋
に
ゐ
ま
し
た
。
前
の
下
宿
で
言
葉
が
通
ぜ
ず
追

ひ
出
さ
れ
そ
こ
な
っ
た
な
ん
て
言
っ
て
ま
し
た
。
僕
も
今
の
と
こ
が
よ
く
な
い

の
で
又
探
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
学
部
は
を
か
〳
〵
シ
ボ
リ
ま
す
。
つ
ま
ら

な
く
て
か
な
ひ
ま
せ
ん
。
山
吹
き
ボ
ケ
な
ん
か
が
咲
い
て
、
今
日
散
歩
へ
行
っ

た
裏
山
で
は
う
ぐ
ひ
す
が
鳴
い
て
ゐ
ま
し
た
。
で
は
お
体
お
大
切
に
。



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―105

北－Ⅰ－ 7葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 7葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
上
巾
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

仙
台
市
中
島
町
四
六

岡
崎
方

斎
藤
宗
吉

前
略
．

　

今
日
や
っ
と
荷
物
が
つ
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
相
当
か
ゝ
る
ら
し
く
、
東
京

で
二
十
八
日
に
出
し
た
の
は
ま
だ
つ
か
ず
友
達
の
フ
ト
ン
に
寝
て
ゐ
ま
す
。
机

も
前
よ
り
丈
夫
に
な
っ
て
つ
き
ま
し
た
。本
当
に
色
々
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仙
台
も
こ
の
二
・
三
日
や
っ
と
五
月
ら
し
い
日
の
光
が
み
な
ぎ
っ
て
松
本
―
―

三
城
辺
の
緑
は
さ
ぞ
美
し
く
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
講
義
は

つ
ま
ら
な
く
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
閉
口
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

五
月
六
日　
　
　
　
　
　

で
は
又　
　

草
々



106

北－Ⅰ－ 8葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 8葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
上
巾
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

一
部
不
明

東
京
都
世
田
谷
區
代

一
丁
目
四
〇
〇
番
地

齋
藤
█
宗

（
茂
吉
の
住
所
印
を
使
用
し
「
茂
」
を
消
し
て
「
宗
」
の
み
書
く
。
筆
者
付
記
）

す
っ
か
り
御
無
沙
汰
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
が
、
皆
様
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

せ
う
か
。
豐
君
も
、
も
う
仙
台
へ
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
、
僕
は
明

日
立
つ
豫
定
で
荷
作
り
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
は
と
う
〳
〵
お
寄
り

せ
ず
に
歸
っ
て
し
ま
っ
て
申
譯
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
練
習
で
疲
れ
て
し
ま

ひ
、
思
は
ぬ
友
達
が
尋
ね
て
き
た
り
し
て
と
う
〳
〵
機
会
を
失
っ
て
し
ま
ひ
ま

し
た
。
十
八
日
の
朝
二
時
頃
か
ら
、
連
続
ス
ト
ー
ム
で
眠
れ
な
い
中
に
「
出
陣

ダ
ア
ッ
」
と
か
タ
イ
コ
を
打
ち
出
し
、
五
時
の
汽
車
で
選
手
と
上
京
。
富
山
を

破
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
卓
球
部
創
立
以
来
二
度
目
の
勝
利
で
し
た
。
東
京

は
非
常
に
殘
暑
が
き
び
し
く
、
兄
の
赤
ん
ぼ
が
盲
腸
に
な
っ
た
り
し
て
又
学
校

へ
遅
れ
さ
う
で
す
。
い
づ
れ
豐
君
と
も
会
ふ
で
せ
う
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
便
り
し

ま
す
。



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―107

北－Ⅰ－ 9葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 9葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

長
野
県
松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

10
・
27

仙
台
市
支
倉
通
一

山
本
和
様
方

斎
藤
宗
吉

前
略　

先
日
は
色
々
お
世
話
様
に
な
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
信
州

行
き
は
ど
う
や
ら
ホ
ゝ
カ
ム
リ
し
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
故
何
と
ぞ
そ

の
お
積
り
で
ゐ
て
下
さ
い
。
こ
っ
ち
に
歸
っ
て
豊
君
に
一
度
会
ひ
、
昨
夜
は
寮

に
遊
び
に
行
っ
て
同
室
の
人
の
作
っ
た
と
言
ふ
小
豆
な
ど
ゴ
チ
ソ
ウ
に
な
り
ま

し
た
。
元
気
な
や
う
で
す
。
製
図
が
忙
し
く
て
困
る
と
か
言
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

や
っ
と
寒
さ
を
感
ぢ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
お
体
を
お
大
切
に
。

草
々



108

北－Ⅰ－ 10 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅰ－ 10 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

長
野
県
松
本
市

巾
上
町　

梅
丸

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

東
京
都
世
田
谷
區

代
田
一
丁
目
四
〇
〇
番
地

齋
藤
█
宗
吉

（
茂
吉
の
住
所
印
を
使
用
し
「
茂
」
を
消
し
て
「
宗
」
の
み
書
く
。
筆
者
付
記
）

　

謹
賀
新
年
。

御
無
沙
汰
し
ま
し
た
が
皆
様
お
元
気
で
せ
う
か
。
仙
台
で
一
寸
熱
を
出
し
て
、

二
十
八
日
の
夜
歸
京
し
ま
し
た
。
医
学
部
は
十
五
・
六
日
か
ら
初
ま
る
の
で
間

も
な
く
歸
仙
す
る
積
り
で
す
が
、
工
学
部
は
冬
休
み
は
長
い
さ
う
で
す
ね
。
―

―
今
日
も
、
寮
時
代
の
下
級
生
が
来
て
色
々
松
本
の
話
を
し
て
、
さ
す
が
に
懐

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
は
ど
う
か
お
体
お
大
切
に
。
皆
々
様
に
宜

し
く
。



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―109

北－Ⅱ－１ワラ半紙書簡　平成 27．8．8 筆者撮影

小
生
、
今
度
は
、
色
々
、
或
る
敎
授
及
び
友
人
と
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
再

び
密
行
し
ま
し
た
。
で
、
始
め
は
與
曽
井
さ
ん
、
松
崎
さ
ん
な
ど
の
お
宅
に
全

く
寄
ら
な
い
積
り
で
し
た
の
で
す
が
、
バ
れ
ま
し
た
の
で
、
辧
解
に
参
上
す
る

積
り
で
し
た
が
、
豫
定
の
時
に
不
意
に
友
人
が
來
た
り
、
最
右

（
（
（

の
夜
は
行
く
べ

き
と
き
に
█
少
し
の
酔
に
の
び
て
し
ま
ひ
、
本
日
十
時
の
汽
車
で
歸
仙
し
ま
す

が
、
と
う
〳
〵
お
訪
ね
で
き
ず
、
ま
こ
と
に
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
悪
し
か
ら

ず
御
█
█
諒
承
下
さ
い
。
い
づ
れ
そ
の
中
、
公
認
で
松
本
に
春
く
ら
ゐ
來
ま
す

か
ら
。
豐
君
に
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
。
松
崎
さ
ん
に
も
若
し
お
会
ひ
の
節
は
そ
の

様
に
お
話
し
下
す
っ
て
秘
密
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
い
づ
れ
手
紙
を
差
上
げ

る
つ
も
り
で
す
が
。
今
度
は
と
に
か
く
医
学
を
勉
強
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た

か
ら
御
安
心
下
さ
い
。
斉
藤
宗
吉

與
曽
井
湧
司　

様　

二
十
四
年
一
月
十
九
日
受
領
（
書
簡
左
上
方
に
與
曽
井
湧
司
筆
と
考
え
ら
れ
る

鉛
筆
書
き
、
筆
者
記
）



110

北－Ⅲ－１葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－１葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

奥　

様

消
印　

千
歳　

41
・
6
・
14

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
六
丁
目
十
六
ノ
五

斎
藤
宗
吉

昨
夜
は
思
い
が
け
ず
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
お

ま
け
に
な
か
な
か
奥
さ
ま
が
わ
か
ら
ず
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
当
に
お
世
話

に
な
り
っ
放
し
で
、
あ
の
頃
は
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
松
崎
先

生
と
二
時
間
ほ
ど
話
し
、
松
本
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
参
上
す
る
折
も
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
お
体
お
大
切
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―111

北－Ⅲ－ 2 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 2 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】（
喜
美
子
夫
人
書
簡
）

松
本
市
巾
上
五
ノ
二　

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

44
・
10

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
6
―
16
―
5

斉
藤
宗
吉　

内

先
日
は
誠
に
結
構
な
り
ん
ご
を
沢
山
に
お
送
り
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま

し
た
．
や
は
り
大
変
に
水
分
が
多
く
豊
か
な
香
り
で
大
喜
び
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す　

只
今
主
人
は
グ
ア
ム
島
の
近
く
の
ヤ
ッ
プ
島
へ
取
材
に
参
っ
て
お
り
ま

す
の
で
直
接
御
礼
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
替
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す　

今
冬
は
冷
え
こ
む
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
．
何
卒
御
身
お
い
と
い
く
だ
さ

い
ま
せ　

か
し
こ



112

北－Ⅲ－ 3 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 3 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】（
喜
美
子
夫
人
書
簡
）

〒
３
９
０

松
本
市
巾
上
五
の
二

與
曽
井
湧
司　

様

　
　
　
　
　
　

消
印　

不
明

世
田
谷
区
松
原
６
―
16
―
５

斉
藤
宗
吉　

内　
　

１
５
６

本
日
は
誠
に
結
構
な
信
州
の
お
味
を
お
届
け
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
存
じ
ま
し

た　

大
変
立
派
な
お
品
で
早
速
た
の
し
ま
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す　

主
人
は

十
七
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
参
り
ま
し
て
辻
邦
生
様
と
ド
イ
ツ
を
廻
る
予
定
だ
そ

う
で
ご
ざ
い
ま
す　

十
一
月
の
初
旬
に
は
帰
国
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す　

い
つ
も

何
か
と
御
心
に
か
け
て
頂
き
ま
し
て
恐
れ
入
り
ま
す　

と
り
あ
え
ず
御
礼
の
み

申
し
上
げ
ま
す　

御
自
愛
の
程
お
祈
り
申
上
げ
ま
す　

か
し
こ



松本時代の北杜夫　其の三　―與曽井湧司宛未公開書簡―113

北－Ⅲ－ 4 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 4 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
虎
と
ス
キ
ー
絵
葉
書
】

〒
３
９
０

長
野
県
松
本
市
巾
上
五
の
二

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明　

48
・
12
・
3
（
湧
司
鉛
筆
字
と
察
す
る
、
筆
者
付
記
）

世
田
谷
区
松
原
6
―
16
―
5

齋
藤
宗
吉

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
．

こ
の
た
び
は
懐
し
い
信
州

の
味
を
お
送
り
頂
き
．

ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

小
生
、
老
化
い
ち
じ
る
し
く
．

與
曽
井
さ
ん
に
は
な
に
と
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
元
気

な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す



114

北－Ⅲ－ 5 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 5 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
笛
吹
く
少
年
絵
葉
書
】

〒
３
９
０

長
野
県
松
本
市
巾
上
五
の
二

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明　

49
・
10
（
右
下
湧
司
鉛
筆
字
、
筆
者
付
記
）

お
便
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
冒
頭
二
行
、
郵
便
番
号
、

住
所
は
活
字
印
刷
、
一
行
目
は
杜
夫
自
ら
線
を
引
き
消
し
て
い
る
。
筆
者
記
）

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま
す
．こ
の
た
び
は
ま
た
信
州
の
味
を
お
送
り
頂
き
．

た
い
へ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
い
つ
も
恐
縮
で
す
の
で
．
今
後
は
な
に
と

ぞ
御
放
免
く
だ
さ
い
ま
せ
．
と
り
あ
え
ず
厚
く
御
礼
ま
で

　
　
　
　
　

１
５
6　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
六
の
十
六
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

宗
吉　
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北－Ⅲ－ 6 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 6 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
お
化
け
の
イ
ラ
ス
ト
杜
夫
専
用
葉
書
】

〒
３
９
０

松
本
市
巾
上
五
の
二

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明　

55
・
12
・
8
（
切
手
消
印
の
下
湧
司
鉛
筆
字
、
筆
者
付
記
）

拝
復
。
お
便
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
頂
く
御
手
紙
が
多
く
、

申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
事
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
御
返
事
を

書
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
活
字
の
味
気
な
さ
は
十
分
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
様
の
御
好
意
、
御
叱
正
、
そ

の
他
諸
々
の
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。
御
自
愛
の
ほ
ど
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
冒
頭
五
行
、
郵
便
番
号
、
住
所
は
活
字
印
刷
、
筆
者
付
記
）

　

ハ
ガ
キ
が
な
く
な
っ
て
．
こ
ん
な
ハ
ガ
キ
で
失
礼
し
ま
す
．
又
信
州
の
味
を

お
送
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
．
ま
こ
と
に
有
難
う
存
じ
ま
す
．
小
生
、
ず
っ
と
ウ

ツ
で
し
た
が
．
九
月
か
ら
ソ
ウ
病
と
な
り
．
珍
し
く
ず
い
ぶ
ん
書
い
て
い
ま
す

の
で
来
年
は
少
し
く
訪
花
を
お
送
り
で
き
る
と
思
い
ま
す　

厚
く
御
礼
ま
で

〒
１
５
6　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
六
丁
目
十
六
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
杜
夫
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北－Ⅲ－ 7 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北－Ⅲ－ 7 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
五
の
二

與
曽
井
湧
司　

様

消
印　

不
明

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
6
―
16
―
5

斎
藤
宗
吉

御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
は
懐
し
い
信
州
の
香
を
お
送
り
頂
き
、

た
い
へ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
な
に
と
ぞ
今
後
、
こ
の
よ
う
な
お

心
遣
い
は
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い　

松
崎
さ
ん
も
お
亡
く
な
り
に
な
り
段
々

と
寂
し
く
な
り
ま
す　

ど
う
か
い
っ
そ
う
の
御
自
愛
を
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々
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北茂吉－Ⅳ－１葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北茂吉－Ⅳ－１葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

長
野
県
松
本
市
巾
上
町

與
曽
井
湧
司　

様

【
消
印
】
千
歳　

23
・
2
・
24

東
京
都
世
田
谷
區
代
田

一
丁
目
四
〇
〇
番
地

齋
藤
茂
吉

参
照
「
書
簡
四
、
補
遺　

昭
和
二
十
三
年
、
九
〇
九
三
」（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第

三
十
六
巻
』（P.839

））

昨
日
無
事
歸
京
致
し
ま
し
た
。
一
晩
は
げ
し
い
雨
の
音
を
聞
い
て
次
の
日
に
は

も
う
春
の
や
う
な
日
ざ
し
を
仰
い
で
さ
す
が
に
信
州
か
ら
遠
く
離
れ
て
き
た
感

じ
で
す
。
在
松
中
は
色
々
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
荷
物
は
御
迷
惑
で
せ
う
が

そ
の
ま
ゝ
置
い
て
お
い
て
下
さ
い
。
三
月
下
旬
に
は
又
松
本
へ
行
け
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
に
宜
し
く
（
宗
吉
）

宗
吉
長
々
御
厄
介
様
に
相
成
り
、
御
か
げ
様
に
て
卒
業
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を

ひ
と
へ
に
御
禮
申
上
げ
ま
す
、
又
今
般
は
珍
重
な
る
御
ミ
ソ
ヅ
ケ
御
惠
與
に
あ

づ
か
り
ま
し
て
食
膳
光
を
放
つ
お
も
ひ
あ
り
ま
す
、
熱
湯
か
け
て
の
御
茶
づ
け

無
上
で
あ
り
ま
す
、
老
生
も
體
力
衰
へ
ま
し
た
が
そ
れ
で
も
先
ず
先
ず
丈
夫
で

く
ら
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
ど
う
ぞ
御
安
心
下
さ
い
ま
し
。（
茂
吉
）

小
岩
井
院
長
に
く
れ
ぐ
れ
も
御
礼
申
上
げ
て
下
さ
る
や
う
御
願
い
た
し
ま
す
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北茂吉－Ⅳ－ 2 葉書（表）平成 27．8．8 筆者撮影北茂吉－Ⅳ－ 2 葉書（裏）平成 27．8．8 筆者撮影

【
葉
書
】

松
本
市
巾
上
町

梅
丸
印
刷
所

與
曽
井
湧
司　

様

【
消
印
】
千
歳　

23
・
4
・
23

東
京
都
世
田
谷
區
代
田

一
丁
目
四
〇
〇
番
地

齋
藤
茂
吉

参
照
「
書
簡
四
、
補
遺　

昭
和
二
十
三
年
、
九
一
〇
四
」（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第

三
十
六
巻
』（PP.842-843

））

拜
啓
今
般
宗
吉
参
堂
の
際
は
一
方
な
ら
ぬ
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
□
〔
不

明
〕晩
も
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
ほ
か
に
荷
作
ま
で
萬
端
御
心
慮
た
ま
は
り
、

恐
縮
感
謝
に
た
へ
ま
せ
ぬ
。
又
短
冊
も
い
た
ゞ
き
難
有
く
拜
受
御
禮
申
上
げ
ま

す
。
取
り
あ
へ
ず
御
禮
ま
で
、（
齋
藤
茂
吉
）　

　

無
事
歸
京
致
し
ま
し
た
。
あ
の
日
、
幸
ひ
澄
み
き
っ
た
大
気
の
涯
に
、
殘
雪

楚
々
た
る
穂
高
を
む
さ
ぼ
る
や
う
に
見
送
る
こ
と
が
で
き
、
今
う
す
ぎ
た
な
い

都
の
街
に
、
信
濃
の
自
然
を
か
み
し
め
て
ゐ
ま
す
。
豊
君
か
ら
も
電
報
と
お
は

が
き
を
頂
い
て
あ
り
ま
し
た
。
二
・
三
日
中
に
立
ち
ま
す
が
着
い
た
ら
早
速
連

絡
を
と
っ
て
み
ま
す
。
在
松
中
の
御
厚
意
を
た
だ
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
吉
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六
、
書
簡
の
解
釈
及
び
文
学
的
価
値

　

筆
者
が
閲
覧
し
た
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
、
全
二
十
三
通
（
第
一
章
「
１
書
簡

と
の
出
会
い
」
に
述
べ
た
茂
吉
書
簡
五
点
を
含
む
）
の
う
ち
、
杜
夫
の
松
本
時

代
に
関
連
し
執
筆
さ
れ
た
書
簡
は
、
Ⅰ
群
十
点
、
Ⅱ
群
一
点
、
Ⅳ
群
二
点
の
全

十
三
点
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
れ
に
茂
吉
書
簡
の
三
点
（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第

三
十
六
巻
』「
書
簡
補
遺
」
の
「
九
〇
二
二
」「
九
〇
八
六
」「
九
〇
九
一
」）
を

参
考
資
料
と
し
て
加
え
、
全
十
六
点
の
書
簡
を
中
心
に
杜
夫
の
松
本
時
代
の
與

曽
井
湧
司
宛
書
簡
の
解
釈
を
進
め
、
そ
の
後
本
書
簡
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て

述
べ
て
い
く
と
す
る
。
以
下
に
そ
の
茂
吉
書
簡
三
点
を
引
用
す
る
。

昭
和
二
十
二
年

九
〇
二
二
〔
一
月
八
日　

松
本
市
中
〔
マ
マ
〕
上
町　

與
曽
井
湧
司
様

大
石
田
二
藤
部
方
よ
り
（
は
が
き
）〕

恭
賀
新
年　

昨
年
ち
ゅ
う
は
宗
吉
萬
端
御
世
話
様
に
相
成
ま
し
た
。
今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い
た
し
ま
す
。
三
年
生
か
ら
は
下
宿
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
い
た
し
ま
す
と
、
又
松
崎
様
に
も
御
骨
折
ね
が
は
ね
ば
相

成
ま
せ
ん
が
目
下
の
三
年
の
方
の
下
宿
の
よ
い
處
が
あ
け
ば
そ
こ
を

頼
む
や
う
に
申
し
て
や
り
ま
し
た
、
頓
首
（P.812

）

昭
和
二
十
三
年

九
〇
八
六
〔
一
月
一
日　

松
本
市
中
〔
マ
マ
〕
上
町　

與
曽
井
湧
司
様

代
田
自
宅
よ
り
（
は
が
き
）〕

拜
啓
今
般
特
別
の
御
芳
情
に
よ
り
よ
き
下
宿
御
世
話
下
さ
い
ま
し
た

よ
し
何
と
も
忝
く
御
禮
申
上
げ
ま
す
。
三
年
間
怠
け
ま
し
た
の
で
受
験

も
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
出
來
る
だ
け
勉
強
さ
せ
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
特
別
に
上
等
下
宿
の
こ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な

ほ
時
々
御
監
督
御
願
い
た
し
ま
す
ど
う
ぞ
ま
だ
小
僧
で
す
か
ら　

御

禮
迄　

頓
首
（P.837

）

昭
和
二
十
三
年　

九
〇
九
一
〔
二
月
十
二
日　

松
本
市
中
〔
マ
マ
〕
上
町
三
八
七　

與
曽

井
湧
司
様　

代
田
自
宅
よ
り
（
は
が
き
）〕

拜
啓
今
般
宗
吉
の
た
め
に
小
岩
井
院
長
に
御
た
の
み
下
さ
い
ま
し
て

大
に
助
か
り
ま
し
た
彼
も
入
試
近
づ
き
、
三
年
間
怠
け
ま
し
た
の
で
あ

わ
て
ゝ
勉
強
し
て
ゐ
る
風
で
す
ど
う
ぞ
御
励
ま
し
下
さ
い
、
院
長
様
に

よ
ろ
し
く
（P.839

）

　

１　

書
簡
の
解
釈

　

先
の
十
六
点
の
書
簡
は
、
時
間
的
に
は
松
本
高
校
一
年
時
（「
北
―
Ⅰ
―
１
」

昭
20･

10
・
5
）
か
ら
東
北
大
学
一
年
時
（「
北
―
Ⅱ
―
１
」
昭
24
・
1
・
19
）

ま
で
の
書
簡
で
あ
り
、
参
考
に
同
時
期
の
茂
吉
書
簡
三
点
を
加
え
て
い
る
。
主

な
形
態
は
葉
書
（
十
五
点
）
で
あ
る
が
、一
通
ワ
ラ
半
紙
の
書
簡
（「
北
―
Ⅱ
―

１
」）
が
入
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
書
簡
も
実
際
の
杜
夫
の
生
活
と
時
間
的
意
識
的
な
ず
れ
が
少
な

く
、
杜
夫
が
そ
の
時
々
に
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
見
聞
き
し
た
り
体
験

し
た
り
し
た
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
直
接
的
、
未
整
理
の
ま
ま
断
片
的
に
書
き

綴
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
書
簡
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
は
、
当
時
の
杜
夫
が

日
々
の
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
素
朴

な
言
葉
や
言
い
回
し
が
自
然
に
表
現
さ
れ
、
目
の
前
の
與
曽
井
湧
司
に
語
り
か

け
る
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
本
書
簡
は
極
め
て
真
実
性
や
真
率
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性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
十
六
点
を
執
筆
時
期
、
内
容
か
ら
便
宜
上
、
松
本
高
校
在
学
中
と
東

北
大
学
在
学
中
に
大
別
し
、
時
系
列
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
特

徴
的
な
傾
向
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
書
簡
の
解
釈
を
進
め
て
い

く
と
す
る
。

　
（
１
）　

松
本
高
校
在
学
中
の
書
簡

　

松
本
高
校
在
学
中
の
書
簡
は
時
系
列
で
以
下
の
八
点
で
あ
る
。
杜
夫
葉
書
、

茂
吉
葉
書
、
茂
吉
葉
書
に
杜
夫
が
寄
書
、
と
三
種
類
が
混
在
し
て
い
る
。
以
下

に
資
料
番
号
と
日
付
を
列
挙
す
る
（「
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
一
覧
表
」
参
照
、茂

吉
葉
書
は
資
料
番
号
に
加
え
て
「
書
簡
補
遺
」
番
号
を
明
記
）。

１　

北
―
Ⅰ
―
１	

（
昭
和
20
年
10
月
5
日
）

２　

北
―
Ⅰ
―
２	

（
昭
和
21
年
3
月
3
日
以
降
上
旬
）

３　

北
―
Ⅰ
―
３	

（
昭
和
21
年
7
月
6
日
）

４　

茂
吉
書
簡
補
遺9022

（
昭
和
22
年
1
月
8
日
）

５　

茂
吉
書
簡
補
遺9086

（
昭
和
23
年
1
月
1
日
）

６　

茂
吉
書
簡
補
遺9091

（
昭
和
23
年
2
月
12
日
）

７　

北
茂
吉
―
Ⅳ
―
１	

（
書
簡
補
遺9093

、
昭
和
23
年
2
月
24
日
）

８　

北
―
Ⅰ
―
４	

（
昭
和
23
年
4
月
上
旬
頃
）

　

次
に
、
昭
和
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
三
年
四
月
ま
で
の
主
な
出
来
事
に
資
料

八
点
を
重
ね
て
列
挙
す
る（
出
来
事
の
詳
細
は
拙
稿「
其
の
一
」第
一
章
参
照
）。

昭
和
二
十
年
（
松
本
高
校
一
年
）

　

昭
和
二
十
年
、
終
戦
の
年
は
杜
夫
に
と
っ
て
ま
さ
に
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。

一
月	

松
本
高
校
合
格
、
そ
の
ま
ま
麻
布
中
学
動
員
先
で
の
勤
労
動
員
。

二
月
下
旬　

茂
吉
が
山
形
に
単
身
疎
開
。

五
月	

二
十
五
日
の
空
襲
で
青
山
の
自
宅
が
焼
か
れ
一
旦
小
金
井
の
宇

田
家
へ
。

六
月	

十
五
日
、
単
身
松
本
へ
、
思
誠
寮
南
寮
三
号
入
寮
。

	

二
十
四
日
、
王
ヶ
鼻
登
頂
、
そ
の
後
寮
が
閉
鎖
。

七
月	

二
日
～
十
日
、
山
形
の
茂
吉
の
元
へ
。

七
月
下
旬	

與
曽
井
豊
と
上
高
地
、
西
穂
高
岳
へ
。

八
月	

一
日
、
松
本
高
校
入
学
式
、
そ
の
後
大
町
ア
ル
ミ
工
場
へ
動
員
。

	

十
五
日
、
終
戦
。

	

二
十
八
日
～
九
月
十
二
日
再
び
山
形
の
茂
吉
の
元
へ
。

九
月	

二
十
日
学
校
再
開
、
思
誠
寮
中
寮
二
号
入
寮
。

	

北
―
Ⅰ
―
１ （
昭
和
20
年
10
月
5
日
）

十
二
月	

一
日
、
思
誠
寮
西
寮
入
寮
。
食
糧
難
の
た
め
一
日
で
閉
寮
、
学
校

は
そ
の
後
四
か
月
休
校
。
一
旦
帰
京
、
宮
尾
家
へ
。
そ
の
後
茂
太

宅
へ
（
杉
並
区
）。

昭
和
二
十
一
年
（
松
本
高
校
二
年
）

　

学
校
の
休
校
を
受
け
て
杜
夫
は
東
京
、
山
形
、
松
本
と
生
活
の
場
を
移
し
て

い
っ
た
。

一
月	

二
十
八
日
、
山
形
上
山
、
山
城
屋
へ
。

二
月	

十
八
日
～
二
十
日
、
大
石
田
の
茂
吉
の
元
へ
（
一
度
目
）。

三
月	

学
校
再
開
、
進
級
試
験
（
三
月
十
八
日
～
）。

	

北
―
Ⅰ
―
２
（
昭
和
21
年
3
月
3
日
以
降
上
旬
）

四
月	

二
年
進
級
、
西
寮
委
員
。

六
月	
食
糧
難
、
試
験
中
止
、
夏
休
み
。

	
二
十
八
～
八
月
二
十
三
日
、
大
石
田
の
茂
吉
の
元
へ
（
二
度
目
）。

	

北
―
Ⅰ
―
３
（
昭
和
21
年
7
月
6
日
）
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九
月	

学
校
再
開
、
西
寮
総
務
。

昭
和
二
十
二
年
（
松
本
高
校
三
年
）

		


茂
吉
書
簡
補
遺9022

（
昭
和
22
年
1
月
8
日
）

　

三
学
期
、
寮
生
活
に
沈
滞
ム
ー
ド
。

四
月	

寮
を
出
て
下
宿
（
松
本
市
県
町
北
区
、
中
野
太
郎
江
方
）。

五
月　
　
　

卓
球
部
主
将
、
校
友
会
運
動
部
総
務
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
駅
伝
出

場
。

夏
休
み	

帰
京
、
代
田
の
家
（
昭
和
21
・
9
・
1
茂
太
購
入
）
で
過
ご
す
。

七
月	

十
七
日
、茂
吉
か
ら
「
こ
の
夏
は
勉
強
が
宗
吉
に
は
必
要
だ
」（『
齋

藤
茂
吉
全
集
第
三
十
五
巻
』（P.691

））
の
書
簡
を
受
け
取
り
、

徐
々
に
進
路
に
つ
い
て
想
い
を
め
ぐ
ら
す
。

	

（
九
月
頃
、随
筆
「
六
脚
蟲
の
世
界
」
執
筆
（
松
高
校
友
会
誌
「
山

脈
」））

十
月	

十
六
日
、「
愛
す
る
宗
吉
よ
」
の
茂
吉
書
簡
に
よ
り
動
物
学
志
望
を

断
念
、
医
学
を
志
す
。
神
経
衰
弱
を
克
服
し
よ
う
と
穂
高
岳
を
望

む
。

十
一
月	

四
日
、「
茂
吉
は
輝
子
の
用
意
し
た
世
田
谷
代
田
の
二
階
建
て
の

家
に
戻
っ
た
」（『
晩
年
茂
吉
』（P.133

））

	

（
詩
「
寂
寥
」「
停
電
哀
歌
」
執
筆
）

十
二
月	

若
松
館
へ
下
宿
（
松
本
市
若
松
町
大
久
保
方
）
を
移
す
。

	

（
詩
「
木
枯
」
執
筆
）　

	

（
日
記
「
十
二
月
五
日
」
執
筆
（『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』））

昭
和
二
十
三
年
（
松
本
高
校
三
年
）

一
月	

釜
方
（
松
本
市
大
柳
町
一
〇
〇
七
）
に
下
宿
を
移
す
。

	

茂
吉
書
簡
補
遺9086

（
昭
和
23
年
1
月
1
日
）

二
月	

茂
吉
の
命
で
小
岩
井
外
科
病
院
（
松
本
市
大
柳
町
）
に
住
み
受
験

勉
強
。

	

茂
吉
書
簡
補
遺9091

（
昭
和
23
年
2
月
12
日
）

	

二
十
三
日
上
京
（
代
田
）。

	

北
茂
吉
―
Ⅳ
―
１
（
書
簡
補
遺9093

、
昭
和
23
年
2
月
24
日
）

三
月	

十
三
日
東
北
大
学
医
学
部
受
験
、
合
格
。

北
―
Ⅰ
―
４
（
昭
和
23
年
4
月
上
旬
頃
）

四
月	

四
日
～
十
八
日
、
松
本
行
。

	

十
八
日
～
二
十
八
日
、
代
田
に
て
身
辺
整
理
、
仙
台
行
の
準
備
。

	

二
十
九
日
、
仙
台
へ
、
岡
崎
方
（
仙
台
市
中
島
町
）
に
下
宿
。

　

八
点
の
資
料
は
暮
ら
し
の
節
目
の
心
境
、
與
曽
井
湧
司
へ
の
返
事
、
茂
吉
の

近
況
、
茂
吉
の
杜
夫
へ
の
気
配
り
等
が
主
な
内
容
と
考
え
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
１
」
は
、
憧
れ
て
い
た
王
ヶ
鼻
、
上
高
地
、
穂
高
岳
と
信
州
の
自

然
を
体
験
し
た
杜
夫
が
、
慌
し
く
入
学
式
、
終
戦
、
山
形
行
を
終
え
、
よ
う
や

く
九
月
か
ら
学
校
が
再
開
し
、
生
活
が
落
ち
着
い
た
か
と
思
っ
た
頃
の
書
簡
で

あ
る
。
美
ヶ
原
方
面
の
昆
虫
採
集
を
再
開
し
、
豊
と
の
「
上
高
地
で
寫
し
た
寫

眞
」
の
現
像
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
る
。
美
ヶ
原
を
「
美
」
と
象
徴
的
省
略
的

に
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
松
本
に
馴
染
み
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
心
境

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
２
」
は
、昭
和
二
十
年
十
二
月
か
ら
翌
二
十
一
年
三
月
に
か
け
て

の
休
校
の
後
、
学
校
が
再
開
し
て
間
も
な
い
頃
の
書
簡
で
あ
る
。
新
た
な
生
活

の
場
で
あ
る
「
南
松
本
の
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
の
寮
」（
西
寮
）
が
「
学
校
ま
で
歩

い
て
四
〇
分
か
ゝ
る
の
で
閉
口
で
す
」
と
西
寮
に
ま
だ
慣
れ
な
い
様
子
や
、
進

級
試
験
の
勉
強
を
し
て
な
く
「
大
ア
ワ
テ
」
を
し
て
い
る
情
況
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
大
石
田
の
茂
吉
を
訪
ね
た
時

の
こ
と
を
受
け
て
「
父
は
一
月
末
よ
り
山
形
県
北
村
山
郡
の
大
石
田
と
云
ふ
所
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へ
移
り
ま
し
た
。
今
度
は
少
し
勉
強
す
る
積
り
で
御
無
沙
汰
す
る
と
云
っ
て
居

り
ま
し
た
」
と
茂
吉
の
近
況
を
伝
え
て
お
り
、
茂
吉
と
與
曽
井
湧
司
と
の
関
係

へ
の
杜
夫
の
気
遣
い
が
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
３
」
は
、
茂
吉
の
疎
開
先
山
形
県
大
石
田
の
聴
禽
書
屋
か
ら
、
杜

夫
二
度
目
の
大
石
田
行
で
の
茂
吉
の
病
状
を
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
茂
吉
は
昭

和
二
十
一
年
三
月
十
三
日
よ
り
左
肋
膜
炎
に
罹
り
五
月
上
旬
ま
で
病
臥
の
生

活
を
続
け
て
い
た
が
、
夏
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
病
が
癒
え
て
い
っ
た
。
書
簡
に
は

冒
頭
「
ご
て
い
ね
い
な
御
手
紙
拜
受
し
ま
し
た
」
と
あ
り
、
茂
吉
の
病
状
を
心

配
し
た
與
曽
井
湧
司
が
送
っ
た
書
簡
の
返
事
で
あ
る
と
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「
父
も
大
分
快
方
に
向
っ
て
居
り
ま
す
が
年
の
せ
い
で
相
当
長
び
く
様
子

で
す
．
で
ま
だ
仕
事
も
し
て
居
ら
な
い
狀
態
で
歌
集
の
事
を
聞
き
ま
し
た
ら
全

く
見
込
が
つ
か
な
い
と
言
っ
て
居
り
ま
し
た
。
ま
だ
か
ゝ
ん
だ
り
す
る
と
痛
む

と
申
し
て
居
り
ま
す
」
と
、
回
復
し
つ
つ
あ
る
茂
吉
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た

杜
夫
の
実
感
が
率
直
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
北
―
Ⅰ
―
２
」
と
同
様
、杜
夫
の

気
遣
い
が
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
。

　
「
茂
吉
書
簡
補
遺9022

」
は
大
石
田
か
ら
の
茂
吉
の
書
簡
で
あ
る
。
昭
和

二
十
二
年
松
本
高
校
三
年
と
な
る
杜
夫
の
下
宿
を
心
配
し
「
三
年
生
か
ら
は
下

宿
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
た
し
ま
す
と
、
又
松
崎
様
に
も
御
骨
折
ね
が
は
ね
ば
相

成
ま
せ
ん
」
と
先
々
に
手
を
回
し
て
い
る
茂
吉
の
親
心
が
率
直
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　
「
茂
吉
書
簡
補
遺9086

」
は
代
田
（
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
四
日
に
大
石
田

か
ら
帰
京
し
代
田
へ
）か
ら
の
茂
吉
の
書
簡
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
一
月
、杜

夫
が
医
学
部
合
格
に
向
け
受
験
勉
強
の
大
詰
め
を
迎
え
て
い
た
時
期
で
あ
っ

た
。
茂
吉
は
杜
夫
が
集
中
し
て
受
験
勉
強
で
き
そ
う
な
下
宿
を
決
め
る
際
、
與

曽
井
湧
司
に
頼
み
「
今
般
特
別
の
御
芳
情
に
よ
り
よ
き
下
宿
御
世
話
下
さ
い
ま

し
た
よ
し
何
と
も
忝
く
御
禮
申
上
げ
ま
す
」「
三
年
間
怠
け
ま
し
た
の
で
受
験

も
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
出
來
る
だ
け
勉
強
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
特
別
に
上
等
下
宿
の
こ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
重
ね
て
感
謝
と

安
堵
を
伝
え
て
い
る
。
末
尾
の
「
な
ほ
時
々
御
監
督
御
願
い
た
し
ま
す
ど
う
ぞ

ま
だ
小
僧
で
す
か
ら
」
に
茂
吉
の
熱
心
さ
が
現
れ
て
い
る
。

　
「
茂
吉
書
簡
補
遺9091

」
も
代
田
か
ら
の
茂
吉
の
書
簡
で
あ
る
。
杜
夫
の
受

験
勉
強
も
追
い
込
み
時
期
を
迎
え
、
茂
吉
が
依
頼
し
た
與
曽
井
湧
司
の
心
遣
い

も
あ
り
、小
岩
井
外
科
病
院
内
に
部
屋
を
借
り
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
今
般
宗
吉

の
た
め
に
小
岩
井
院
長
に
御
た
の
み
下
さ
い
ま
し
て
大
に
助
か
り
ま
し
た
」
と

感
謝
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
北
茂
吉
―
Ⅳ
―
１
」（
書
簡
補
遺9093

、
昭
和
23
年
2
月
24
日
）
は
「
書

簡
補
遺9091

」
の
後
日
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
、
受
験
の
た
め
に

一
旦
帰
京
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
の
厚
情
に
対
し
親
子
で
感
謝
を
伝
え
る
内
容
で

あ
る
。
差
出
人
茂
吉
の
書
簡
で
あ
る
が
、
裏
面
は
前
半
に
杜
夫
、
後
半
に
茂
吉

が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
で
執
筆
し
て
い
る
。
杜
夫
の
「
さ
す
が
に
信
州
か
ら
遠
く

離
れ
て
き
た
感
じ
で
す
（
中
略
）
三
月
下
旬
に
は
又
松
本
へ
行
け
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
居
り
ま
す
」
に
既
に
松
本
を
恋
し
く
思
う
心
情
が
行
間
に
滲
み
出
て

い
る
。
一
方
茂
吉
は
「
今
般
は
珍
重
な
る
御
ミ
ソ
ヅ
ケ
御
惠
與
に
あ
づ
か
り
ま

し
て
食
膳
光
を
放
つ
お
も
ひ
あ
り
ま
す
、
熱
湯
か
け
て
の
御
茶
づ
け
無
上
で
あ

り
ま
す
」
と
贈
答
品
の
信
州
の
味
噌
漬
け
に
対
し
て
い
か
に
も
茂
吉
ら
し
い
感

想
を
付
け
加
え
て
い
る
。
文
末
に
は
「
小
岩
井
院
長
に
く
れ
ぐ
れ
も
御
礼
申
上

げ
て
下
さ
る
や
う
御
願
い
た
し
ま
す
」
と
そ
つ
無
く
感
謝
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
４
」
は
「
小
生
何
と
か
仙
台
医
科
へ
は
入
れ
ま
し
た
」
と
東
北
大

学
医
学
部
合
格
を
伝
え
て
い
る
。「
仙
台
医
科
へ
は
0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
に
や
や

消
極
的
で
他
を
類
推
さ
せ
る
よ
う
な
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
杜

夫
は
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
大
学
に
合
格
し
て
も
す
ぐ
に
仙
台
に
行
か
ず
、
四

月
四
日
か
ら
二
週
間
ほ
ど
の
松
本
行
、
代
田
で
の
身
辺
整
理
の
後
、
よ
う
や
く
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四
月
二
十
九
日
に
仙
台
に
移
動
し
て
い
る
。
本
書
簡
に
は
「
二
ケ
月
も
山
を
見

な
い
と
も
の
足
ら
な
く
て
困
り
ま
す
」
と
あ
り
、「
北
茂
吉
―
Ⅳ
―
１
」
と
同

様
、
信
州
の
山
を
懐
古
し
、
恋
し
く
思
う
心
情
が
既
に
仙
台
行
の
前
か
ら
表
現

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
松
本
時
代
の
書
簡
執
筆
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
八
点
に
つ
い

て
内
容
を
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
の
特
徴
と
し

て
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

一
点
目
は
杜
夫
の
心
の
奥
に
在
る
あ
た
た
か
さ
や
優
し
さ
、
誠
実
な
人
間
性

で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
七
月
、初
め
て
の
上
高
地
滞
在
、西
穂
高
岳
登
頂
の
道
案

内
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
豊
の
行
為
を
杜
夫
は
忘
れ
な
い
。
二
か
月
以
上
経
っ

た
十
月
五
日
「
豊
君
は
学
校
の
方
へ
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
上
高
地

で
寫
し
た
寫
眞
は
東
京
で
友
達
へ
頼
ん
だ
故
出
来
次
第
お
送
り
す
る
と
お
傳
へ

下
さ
い
」（
北
―
Ⅰ
―
１
）
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、茂
吉
の
情
況
や
病
状
を
心

配
す
る
湧
司
へ
の
気
配
り
を
忘
れ
な
い
（
北
―
Ⅰ
―
２
、北
―
Ⅰ
―
３
）。
大
石

田
で
の
茂
吉
の
近
況
や
病
状
を
率
直
に
伝
え
て
お
り
、
当
時
の
杜
夫
の
細
や
か

な
優
し
さ
が
現
れ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

　

二
点
目
は
茂
吉
の
短
歌
に
よ
っ
て
文
学
に
覚
醒
し
て
い
っ
た
当
時
の
杜
夫
に

と
っ
て
、
偉
大
な
父
の
存
在
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
雷
親
父
と
煙
た
が
っ
て

い
た
存
在
が
尊
敬
す
る
対
象
に
な
っ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
其
の

一
」「
其
の
二
」
参
照
）。
そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
六
日
（
松
本
高
校
三

年
）
の
茂
吉
の
手
紙
で
動
物
学
志
望
を
断
念
し
、
医
学
部
合
格
に
向
か
っ
て
勉

強
し
、
合
格
し
て
い
っ
た
当
時
の
杜
夫
で
あ
っ
た
。
茂
吉
の
杜
夫
へ
の
教
育
熱

心
さ
は
拙
稿
「
其
の
二
」
で
も
指
摘
し
た
が
、
本
書
簡
群
「
茂
吉
書
簡
補
遺

9022

」、「
茂
吉
書
簡
補
遺9086

」「
茂
吉
書
簡
補
遺9091

」「
北
茂
吉
―
Ⅳ

―
１
」
等
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
熱
心
で
あ
り
雷
親
父
で

あ
り
尊
崇
の
対
象
で
あ
っ
た
茂
吉
と
対
峙
し
な
が
ら
、
松
本
時
代
の
杜
夫
は
與

曽
井
湧
司
と
交
際
を
深
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
２
）　

東
北
大
学
在
学
中
の
書
簡

　

東
北
大
学
時
代
の
書
簡
は
時
系
列
で
以
下
の
八
点
で
あ
る
。
茂
吉
葉
書
に
杜

夫
が
寄
書
、
杜
夫
葉
書
、
ワ
ラ
半
紙
の
手
紙
と
三
種
類
が
混
在
し
て
い
る
。
以

下
に
資
料
番
号
と
日
付
を
列
挙
す
る
（「
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
一
覧
表
」
参
照
、

茂
吉
葉
書
は
資
料
番
号
に
加
え
て
「
書
簡
補
遺
」
番
号
を
明
記
）。

１　

北
茂
吉
―
Ⅳ
―
２　

 （
書
簡
補
遺9104

、
昭
和
23
年
4
月
23
日
）

２　

北
―
Ⅰ
―
５　
　
　

 （
昭
和
23
年
4
月
27
日
）

３　

北
―
Ⅰ
―
６　
　
　

 （
昭
和
23
年
5
月
2
日
）

４　

北
―
Ⅰ
―
７　
　
　

 （
昭
和
23
年
5
月
6
日
）

５　

北
―
Ⅰ
―
８　
　
　

 （
昭
和
23
年
9
月
10
日
）

６　

北
―
Ⅰ
―
９　
　
　

 （
昭
和
23
年
10
月
26
日
）

７　

北
―
Ⅰ
―
10　
　
　

 （
昭
和
24
年
1
月
年
賀
）

８　

北
―
Ⅱ
―
１　
　
　

 （
昭
和
24
年
1
月
19
日
）

　

次
に
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
か
ら
昭
和
二
十
四
年
一
月
ま
で
の
主
な
出
来
事

に
資
料
八
点
を
重
ね
て
列
挙
す
る
（
昭
和
二
十
三
年
十
月
ま
で
の
出
来
事
は
本

論
第
二
章
第
一
節
参
照
、
十
一
月
以
降
昭
和
二
十
四
年
一
月
ま
で
の
出
来
事
は

「
杜
夫
年
譜
」
及
び
「
杜
夫
日
記
」
等
を
参
考
に
作
成
）。

昭
和
二
十
三
年
（
東
北
大
学
一
年
）

　

昭
和
二
十
三
年
、
東
北
大
学
入
学
の
年
は
杜
夫
に
と
っ
て
松
本
へ
の
郷
愁
と

懐
古
の
年
と
な
っ
た
。

一
月	
一
日
、
代
田
の
家
で
家
族
そ
ろ
っ
て
正
月
を
迎
え
る
。

	
十
一
日
、
松
本
へ
出
発
。
松
本
市
大
柳
町
一
〇
〇
七
に
下
宿
を
移
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す
。

	

（
詩
「「
真
夏
の
衝
迫
」
執
筆
」）

二
月	

松
本
市
大
柳
町
小
岩
井
外
科
病
院
に
移
る
。

	

二
十
三
日
、
上
京
す
る
。

三
月	

十
三
日
、
仙
台
に
行
き
、
東
北
大
学
医
学
部
を
受
験
し
、
そ
の
後

合
格
す
る
。

	

（
詩
「
斑
雪
」「
帰
っ
て
く
る
も
の
に
」
執
筆
）

四
月	

四
日
～
十
八
日
、
松
本
行
（
一
回
目
）。

	

十
八
日
～
二
十
八
日
、
東
京
代
田
に
て
身
辺
整
理
、
仙
台
行
の
準

備
。

	

北
茂
吉
―
Ⅳ
―
２　

 （
書
簡
補
遺9104

、
昭
和
23
年
4
月
23
日
）

	

北
―
Ⅰ
―
５　
　
　
（
昭
和
23
年
4
月
27
日
）

	

二
十
九
日
、
仙
台
行
。
仙
台
市
中
島
町
（
岡
崎
方
）
に
下
宿
。

五
月	

北
―
Ⅰ
―
６　
　
　
（
昭
和
23
年
5
月
2
日
）

	

北
―
Ⅰ
―
７　
　
　

 （
昭
和
23
年
5
月
6
日
）

	

三
十
日
、太
田
方
（
仙
台
市
北
五
番
町
一
四
二
）
の
下
宿
へ
移
る
。

六
月	

二
十
日
、
伊
達
宗
雄
方
（
仙
台
市
支
倉
通
一
）
の
下
宿
へ
移
る
。

	

二
十
七
日
、
仙
台
か
ら
帰
京
す
る
。

七
月	

十
二
日
、
松
本
行
（
二
回
目
）。

	

十
四
日
、
卓
球
部
合
宿
に
参
加
。

	

十
八
日
、
友
人
と
上
京
。
友
人
二
人
宿
泊
。

	

二
十
日
、
卓
球
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
観
戦
。
富
山
に
勝
利
（
4
―
3
）。

	

二
十
一
日
、
友
人
帰
る
。

	

二
十
六
日
、
茂
吉
と
箱
根
へ
（
～
八
月
三
十
日
ま
で
滞
在
）。

八
月	

二
十
八
日
、
茂
一
発
熱
（39

°
）。

	

三
十
日
、
帰
京
。

	

（
詩
「
穂
高
を
見
る
」（

（1
（

七
月
執
筆
）

九
月	

北
―
Ⅰ
―
８　
　
　
（
昭
和
23
年
9
月
10
日
）

	

十
一
日
、
仙
台
へ
。

	

（
詩
「
う
す
あ
を
い
岩
か
げ
」「
あ
の
頃
の
歌
」
九
月
執
筆
）

十
月	

十
一
日
、
朝
、
仙
台
発
。
夜
九
時
半
東
京
着
。
夜
行
で
松
本
へ
。

	

十
二
日
～
十
七
日
、
松
本
行
（
三
回
目
）、
松
高
記
念
祭
に
参
加

	

（
與
曽
井
宅
に
宿
泊
）。

	

十
八
日
、
帰
京
。

	

二
十
日
、
午
後
四
時
家
を
出
、
辻
邦
生
の
と
こ
ろ
へ
、
夜
八
時
ま

で
話
す
。
午
後
九
時
十
五
分
の
汽
車
で
帰
仙
。

	

二
十
七
日
～
三
十
日
、「
怠
惰
」
な
「
困
っ
た
生
活
」
が
つ
づ
く
。

（「
杜
夫
日
記
」（PP.224-225

））

	

北
―
Ⅰ
―
９　
　
　

 （
昭
和
23
年
10
月
26
日
）

十
一
月	

二
日
、「
初
め
て
原
稿
が
売
れ
た
。
ク
ラ
ブ
社
」（「
杜
夫
日
記
」

PP.225

））

	

五
日
、「
投
稿
雑
誌
「
文
学
集
団
」
６
号
に
「
あ
の
頃
の
歌
」
が
佳

作
と
し
て
」
掲
載
。（「
杜
夫
日
記
」（PP.226

））

	

十
日
、「「
山
登
り
」
二
十
枚
」（「
杜
夫
日
記
」（P.227

））

	

十
七
日
、
学
校
へ
行
か
ず
「
詩
作
と
ピ
ン
ポ
ン
」（「
杜
夫
日
記
」

（P.229

））

	

（
詩
「
成
長
」（

（1
（

「
真
紅
の
毒
草
」
十
一
月
執
筆
）

十
二
月	

二
日
、「
夜
、
ピ
ン
ポ
ン
が
や
り
た
く
な
っ
て
寮
へ
（
中
略
）「
狂

詩
」
を
二
ペ
ー
ジ
ば
か
り
書
」
く
。（「
杜
夫
日
記
」（P.230

））

	
四
日
、「
ま
た
ス
ラ
ン
プ
」（「
杜
夫
日
記
」（P.232

））

	
五
日
、「
親
父
が
死
ん
だ
ゆ
め
を
見
た
」（「
杜
夫
日
記
」（P.233

））

	

六
日
、「
五
頁
ば
か
り
」「
狂
詩
」
執
筆
。（「
杜
夫
日
記
」（P.233

））
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二
十
三
日
、「
そ
の
後
の
こ
と
を
ひ
と
ま
と
め
に
書
く
。
或
る
日
、

本
屋
で
竹
山
通
雄
「
失
わ
れ
た
青
春
」
を
め
く
っ
て
い
た
（
中
略
）

僕
は
ギ
ョ
ッ
し
た
。
こ
の
寮
と
い
う
「
魔
の
山
」
に
育
っ
た
…
…

云
々
と
い
う
文
句
が
あ
る
の
だ
（
中
略
）（
註
。「
狂
詩
」
が
旧
制

高
校
を
「
魔
の
山
」
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。）
発
熱
（
中
略
）
幻
覚
の
よ
う
に
美
し
い
山
上
の
夏
の
夜

空
の
夢
を
み
た
（
中
略
）
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
愛
の
誕
生
を
書
き
つ

づ
っ
た
。（
中
略
）（
註
。
こ
の
文
章
が
の
ち
に
「
少
年
」
の
、
更

に
は
「
幽
霊
」
の
末
尾
に
な
っ
た
。）」（「
杜
夫
日
記
」（PP.234-

235

））

	

二
十
四
日
、「
人
間
と
自
然
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ず
、
微
笑
ん
だ
り
、

泣
い
た
り
す
る
」（「
杜
夫
日
記
」（P.237

））

	

二
十
七
日
、「
や
っ
と
米
搬
出
許
可
証
を
手
に
入
れ
る
。
キ
ッ
プ
を

買
う
。
明
日
は
帰
省
」（「
杜
夫
日
記
」（P.238

））

昭
和
二
十
四
年
（
東
北
大
学
一
年
）

一
月	

北
―
Ⅰ
―
10　
　

 　
（
昭
和
24
年
1
月
年
賀
）

	

七
日
、「
夜
、
新
宿
で
辻
と
会
い
城
作
と
「
シ
ベ
リ
ア
物
語
」
を
爪

先
立
っ
て
見
る
。
期
待
以
下
」（「
杜
夫
日
記
」（P.240
））

	

十
三
日
、
松
本
行
（
四
回
目
）。「
松
本
の
空
気
は
生
理
的
な
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
」（「
杜
夫
日
記
」（P.242

））

	

十
七
日
、
帰
京
、
そ
の
足
で
仙
台
へ
（
推
定
）。

	

北
―
Ⅱ
―
１　
　
（
昭
和
24
年
1
月
19
日
受
領
）

	

二
十
日
、「
仙
台
は
予
想
外
に
寒
い
」（「
杜
夫
日
記
」（P.245

））

	

二
十
八
日
、
日
記
に
断
章
を
書
き
連
ね
る
。

北宗夫「成長」
平成 29．9．2筆者撮影

北宗夫「穂高を見る」「うすあをい岩かげ」
平成 29．9．2筆者撮影
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東
北
大
学
在
学
一
年
目
の
こ
れ
ら
八
点
の
書
簡
は
、
在
松
本
時
及
び
荷
物
の

手
配
等
の
謝
辞
、
仙
台
の
印
象
や
暮
ら
し
ぶ
り
、
信
州
へ
の
郷
愁
や
懐
古
、
豊

へ
の
友
情
・
気
遣
い
等
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
特
に
仙
台
へ
の
引
越
し
の
前
後

に
は
頻
繁
な
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
。

　
「
北
茂
吉
―
Ⅳ
―
２
」は
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
九
日
に
仙
台
へ
引
っ
越
す

直
前
頃
の
茂
吉
書
簡
の
寄
書
で
あ
る
。
杜
夫
は
大
学
合
格
後
直
ち
に
仙
台
行
は

せ
ず
、
ま
ず
は
松
本
行
を
実
行
す
る
。
松
本
の
荷
物
整
理
は
勿
論
の
こ
と
、
受

験
で
の
上
京
以
来
、
久
し
ぶ
り
と
な
る
信
州
へ
の
傾
慕
、
愛
着
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
茂
吉
の
丁
重
な
謝
辞
の
一
方
、
杜
夫
は
松
本
か
ら

帰
り
「
無
事
歸
京
致
し
ま
し
た
。
あ
の
日
、
幸
ひ
澄
み
き
っ
た
大
気
の
涯
に
、

殘
雪
楚
々
た
る
穂
高
を
む
さ
ぼ
る
や
う
に
見
送
る
こ
と
が
で
き
、
今
う
す
ぎ
た

な
い
都
の
街
に
、
信
濃
の
自
然
を
か
み
し
め
て
ゐ
ま
す
」
と
松
本
行
を
振
り
返

り
、
信
州
の
自
然
へ
の
係
恋
の
情
を
記
し
て
い
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
５
」
は
「
北
茂
吉
―
Ⅳ
―
２
」
か
ら
四
日
後
、
文
面
の
「
明
後

二
十
九
日
に
立
つ
豫
定
で
す
」
と
消
印
か
ら
四
月
二
十
七
日
、
仙
台
行
の
二
日

前
の
執
筆
と
判
断
で
き
る
。
松
本
か
ら
一
旦
東
京
に
送
っ
た
荷
物
を
仙
台
に
発

送
で
き
た
こ
と
、
謝
辞
に
添
え
て
「
豊
君
に
も
連
絡
し
て
あ
り
ま
す
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
学
部
は
異
っ
て
も
初
め
て
の
上
高
地
行
以
来
、
下
宿
等
に
お
い
て

世
話
に
な
っ
た
與
曽
井
湧
司
の
子
豊
が
同
じ
大
学
に
進
学
し
た
こ
と
を
心
強
く

思
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
四
月
の
授
業
が
始
ま
り
医
学

部
の
友
人
か
ら
は
「
み
ん
な
心
配
し
て
る
だ
の
．
講
義
が
朝
８
時
か
ら
夕
五
時

ま
で
で
ノ
ー
ト
の
ブ
ラ
ン
ク
が
大
変
だ
の
」
と
言
わ
れ
て
も
「
モ
サ
〳
〵
し
て

ゐ
ま
す
」「
ノ
ン
キ
な
も
の
で
す
」
と
杜
夫
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
合
格
し

て
も
な
か
な
か
仙
台
に
は
意
識
が
向
か
ず
躊
躇
と
さ
え
読
み
取
れ
、
信
州
に
意

識
が
向
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
（
詳
細
は
「
杜
夫
日
記
」）。

　
「
北
―
Ⅰ
―
６
」
は
、
四
月
二
十
九
日
に
仙
台
に
着
き
間
も
な
い
「
五
月
二

日
」（
杜
夫
自
筆
）、
仙
台
の
第
一
印
象
「
き
た
な
い
街
」
が
素
直
に
記
さ
れ
、

下
宿
を
移
っ
た
豊
と
寮
で
会
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
「
僕
も
今
の
と
こ
が
よ
く
な

い
の
で
又
探
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
学
部
は
を
か
〳
〵
シ
ボ
リ
ま
す
。
つ
ま

ら
な
く
て
か
な
ひ
ま
せ
ん
」
と
慣
れ
な
い
様
子
が
率
直
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
杜
夫
を
と
ら
え
癒
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
「
山
吹
き
」「
ボ
ケ
」

「
う
ぐ
ひ
す
」
等
自
然
の
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
７
」
は
、「
北
―
Ⅰ
―
６
」
の
わ
ず
か
四
日
後
の
「
五
月
六
日
」

（
杜
夫
自
筆
）
執
筆
で
あ
る
。
松
本
か
ら
の
荷
物
の
到
着
と
謝
辞
を
伝
え
て
い

る
。「
机
も
前
よ
り
丈
夫
に
な
っ
て
つ
き
ま
し
た
」
と
あ
り
、修
繕
済
み
の
机
が

送
ら
れ
た
事
実
に
杜
夫
の
嬉
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。
本
書
簡
に
も
信
州
へ
寄
せ

る
懐
古
の
思
い
は
「
松
本
―
―
三
城
辺
の
緑
は
さ
ぞ
美
し
く
な
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
と
想
像
さ
れ
ま
す
」
と
記
さ
れ
る
が
、
現
実
の
講
義
は
「
つ
ま
ら
な
く
チ
ン

プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
閉
口
で
す
」
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
８
」
は
、
三
度
目
の
松
本
行
の
卓
球
部
合
宿
、
東
京
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
観
戦
、
夏
休
み
の
童
馬
山
房
（
箱
根
）
で
の
茂
吉
と
の
生
活
も
終
え
一
旦

帰
京
し
、
仙
台
へ
戻
る
直
前
、
九
月
十
日
（
推
定
）
の
執
筆
で
あ
る
。
五
月
以

降
四
か
月
の
無
沙
汰
を
詫
び
、
夏
休
み
明
け
の
豊
の
仙
台
行
を
推
し
量
り
つ
つ

自
ら
の
仙
台
行
の
準
備
を
進
め
て
い
る
近
況
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
松
本

で
の
卓
球
部
合
宿
の
様
子
や
ス
ト
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
観
戦
の
結
果
が
書
か

れ
て
い
る
が
紙
面
の
都
合
か
、
一
か
月
近
く
の
茂
吉
と
の
箱
根
生
活
に
は
触
れ

ず
、
家
族
の
こ
と
は
茂
一
の
発
熱
の
み
に
留
め
て
い
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
９
」
は
、周
囲
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
内
緒
で
松
高
記
念
祭
に
参

加
し
、
一
旦
帰
京
。
辻
邦
生
と
会
い
、
そ
の
後
仙
台
に
戻
っ
て
一
週
間
程
経
っ

て
の
執
筆
で
あ
る
。
記
念
祭
の
折
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
謝
辞
、
仙
台
で
豊
と
再

会
し
た
と
き
の
様
子
等
に
つ
い
て
詳
し
く
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
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抑
え
ら
れ
な
い
松
本
へ
の
郷
愁
が
こ
の
三
度
目
の
松
本
行
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
文
中
、「
ホ
ゝ
カ
ム
リ
し
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
故
何
と
ぞ
そ
の

お
積
り
で
ゐ
て
く
だ
さ
い
」
に
ほ
の
か
な
ユ
ー
モ
ア
と
深
刻
さ
が
滲
み
で
て
い

る
。
内
緒
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
杜
夫
の
事
情
が
あ
っ
た
と
行
間
か
ら
読
み
取
れ

る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
10
」
は
、
本
論
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
昭
和
二
十
四
年
一
月

十
日
よ
り
前
の
正
月
頃
と
推
定
し
た
。
冒
頭
に
発
熱
の
た
め
師
走
二
十
八
日
夜

帰
京
し
た
こ
と
、
一
月
「
十
五
・
六
日
」
か
ら
始
ま
る
医
学
部
に
合
せ
て
仙
台

に
戻
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
「
―
―
今
日
も
、
寮
時
代
の
下
級
生

が
来
て
色
々
松
本
の
話
を
し
て
、
さ
す
が
に
懐
か
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
り
、松
本
へ
の
郷
愁
が
記
さ
れ
て
い
る
。
七
日
夜
に

は
辻
邦
生
と
も
新
宿
で
会
っ
て
お
り
、
後
輩
の
訪
問
は
そ
の
翌
日
辺
り
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
本
書
簡
の
執
筆
は
一
月
八
日
、
九
日
頃

と
推
定
で
き
る
。
如
何
あ
れ
昭
和
二
十
四
年
新
年
、
仙
台
に
戻
る
直
前
、
杜
夫

の
心
中
に
松
本
へ
の
強
い
郷
愁
が
在
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

北
―
Ⅱ
―
１
は
、
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
中
、
唯
一
ワ
ラ
半
紙
の
手
紙
で
あ
る
。

本
書
簡
が
書
か
れ
た
大
筋
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
四
年
一

月
七
日
か
ら
九
日
頃
、
東
京
で
辻
邦
生
や
寮
の
後
輩
と
会
い
松
本
へ
の
強
い
郷

愁
に
駆
ら
れ
た
杜
夫
は
、
茂
吉
日
記
「
一
月
十
日
」
に
「
〇
宗
吉
朝
、
仙
臺
に

出
立
」（
本
論
第
二
章
第
二
節
参
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、一
旦
は
仙
台
に
向
け
て

出
発
し
た
。
し
か
し
、「
杜
夫
日
記
」
に
よ
る
と
、
十
三
日
か
ら
十
七
日

（
（1
（

に
は
松

本
行
（
二
度
目
の
密
行
）
を
実
行
し
て
い
る
。
本
書
簡
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
貴

重
な
資
料
と
言
え
る
。
書
簡
の
左
肩
に
「
二
十
四
年
一
月
十
九
日
受
領
」（
與

曽
井
湧
司
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
は
郵
送
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
立
ち
寄
り
先
の
友
人
か
ブ
ル
ン
ネ
ン

（
（1
（

の
と
こ
ろ
で
ワ
ラ
半

紙
を
貰
い
、
急
ぎ
書
き
止
め
、
誰
か
に
手
渡
し
を
依
頼
し
、
與
曽
井
湧
司
の
手

元
に
届
い
た
書
簡
と
考
え
る
。
内
容
は
「
今
度
は
、
色
々
、
或
る
敎
授
及
び
友

人
と
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
再
び
密
行

0

0

し
ま
し
た
」（
傍
点
引
用
者
）
に
始

ま
り
、
内
緒
の
松
本
行
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
際
、
松
本
で
茂
吉
と
の
縁
故
で

世
話
に
な
っ
た
與
曽
井
、
松
崎
の
両
宅
を
訪
ね
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
友
人
が

来
た
り
飲
み
す
ぎ
た
り
の
理
由
で
訪
問
で
き
ず
、
心
苦
し
く
仙
台
に
戻
る
こ
と

が
や
や
過
剰
な
弁
解
的
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
。
更
に
は
今
回
の
松
本
密
行
は

「
公
認
」
で
な
い
故
、「
秘
密
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
記
し
、
今
後
は
「
と

に
か
く
医
学
を
勉
強
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
か
ら
御
安
心
く
だ
さ
い
」
と
結

ん
で
い
る
。
東
北
大
学
の
受
験
勉
強
の
時
以
来
、
茂
吉
か
ら
の
依
頼（

（1
（

に
よ
り
、

杜
夫
の
勉
学
へ
の
声
が
け
に
関
わ
っ
て
き
た
與
曽
井
湧
司
に
向
け
て
勉
学
の
決

意
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
３
）　

與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
の
解
釈

　

こ
れ
ま
で
杜
夫
の
松
本
時
代
に
関
連
す
る
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
に
つ
い
て
、

松
本
高
校
一
年
時
か
ら
東
北
大
学
一
年
時
ま
で
の
十
六
点（
杜
夫
葉
書
十
点
、茂

吉
葉
書
三
点
、
茂
吉
葉
書
に
杜
夫
の
寄
書
二
点
、
ワ
ラ
半
紙
の
手
紙
一
点
）
に

つ
い
て
個
々
の
書
簡
の
解
釈
を
進
め
て
き
た
。
本
節
で
は
そ
れ
ら
を
概
観
、
総

括
し
、
十
六
点
の
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
の
解
釈
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

書
簡
十
六
点
を
時
系
列
で
概
観
す
る
と
、
松
本
高
校
在
学
時
書
簡
群
と
東
北

大
学
一
年
時
書
簡
群
の
間
に
対
照
的
な
傾
向
が
見
出
せ
る
。
松
本
高
校
在
学
時

の
書
簡
群
に
お
い
て
は
杜
夫
が
茂
吉
の
近
況
を
伝
え
た
り
、
茂
吉
が
與
曽
井
湧

司
に
謝
辞
を
伝
え
た
り
す
る
よ
う
な
茂
吉
に
関
連
す
る
内
容
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
れ
は
松
本
高
校
の
入
学
、
東
北
大
学
の
受
験
か
ら
合
格
、
そ
し
て
引
越
し
等

の
際
、
茂
吉
の
過
保
護
、
過
干
渉
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
寵
愛
が
元
に
な
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
茂
吉
の
山
形
県
大
石
田
で
の
疎
開
時
の

茂
吉
の
病
に
関
連
す
る
杜
夫
の
記
述
も
あ
り
、
茂
吉
の
縁
故
関
係
や
終
戦
前
後

と
い
う
時
代
背
景
も
茂
吉
関
連
の
内
容
が
多
い
こ
と
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
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と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
東
北
大
学
一
年
時
の
書
簡
群
を
見
る
と
、
茂
吉
に
関
連
す
る
記
述

は
「
北
茂
吉
―
Ⅳ
―
２
」
の
茂
吉
の
謝
辞
の
み
で
あ
り
、
他
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
こ
う
し
た
傾
向
と
は
対
照
的
に
、
医
学
部
の
講
義
に
関
心
が
向
か
ず
、
松

本
へ
の
郷
愁
と
懐
古
、
係
恋
の
情
は
益
々
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
は
、
大

学
一
年
時
四
回
の
松
本
行
（
密
行
を
含
む
）
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
松
本
高
校
在
学
時
に
顕
著
な
茂
吉
に
関
す
る
記
述
と
、
東
北
大
学

一
年
時
に
顕
著
な
松
本
へ
の
郷
愁
や
係
恋
の
記
述
と
の
対
照
性
は
、
杜
夫
の
ど

の
よ
う
な
内
面
的
情
況
か
ら
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
杜
夫
の
茂
吉
認
識
の
変
化
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

拙
稿
「
其
の
一
」「
其
の
二
」
に
お
い
て
も
論
考
し
た
よ
う
に
、
松
本
時
代

の
杜
夫
に
と
っ
て
茂
吉
は
、
以
前
は
煙
っ
た
い
雷
親
父
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
短

歌
を
通
し
て
文
学
に
覚
醒
し
尊
崇
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
精

神
的
な
思
春
期
を
迎
え
た
杜
夫
は
、
目
の
前
の
以
前
と
変
わ
り
な
い
煙
っ
た
い

茂
吉
像
と
短
歌
の
中
の
尊
崇
す
る
茂
吉
像
と
い
っ
た
二
面
性
を
も
つ
茂
吉
に
対

し
、
理
解
し
難
い
存
在
へ
と
そ
の
認
識
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

茂
吉
の
厳
命
に
よ
っ
て
動
物
学
を
諦
め
表
面
的
に
は
医
学
を
志
し
た
杜
夫
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
三
年
松
本
高
校
卒
業
か
ら
東
北
大
学
入
学
一
年

目
の
時
期
、
杜
夫
は
医
学
に
関
心
が
持
て
ず
、
懐
か
し
い
松
本
や
信
州
の
自
然

へ
の
回
帰
を
抑
え
ら
れ
な
い
情
況
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
医
学
の
道
を
志
し
勉
学
に
専
念
せ
よ
と
下
宿
の
手
配
を
す
る
茂
吉
に

対
し
て
は
、
表
面
的
に
は
憤
怒
や
激
怒
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
振
る
舞
わ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
杜
夫
が「
北
―
Ⅱ
―
１
」の
ワ
ラ
半
紙
に
綴
っ

た
「
松
崎
さ
ん
に
も
若
し
お
会
ひ
の
節
は
そ
の
様
に
お
話
下
す
っ
て
秘
密
に
し

て
お
い
て
下
さ
い
」
に
そ
の
辺
り
の
事
情
が
現
れ
て
お
り
、「
秘
密
に
し
て
お
い

て
下
さ
い
」
の
「
誰
に
」
に
当
た
る
対
象
の
中
心
に
は
茂
吉
の
存
在
が
在
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
松
本
へ
の
密
行
が
茂
吉
に
縁
故
あ
る
人
々
の
人
脈
網
か
ら
茂

吉
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
当
時
の
杜
夫
は
怖
れ
て
い
た
と
推
察
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
與
曽
井
湧
司
は
、
対
峙
し
き
れ
な
い
茂
吉
と

い
う
存
在
を
内
面
に
抱
え
て
い
た
当
時
の
杜
夫
が
、
心
を
許
し
本
音
を
表
現
で

き
る
数
少
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
、
そ
の
子
豊

に
対
し
て
も
初
め
て
の
上
高
地
案
内
か
ら
東
北
大
学
の
学
生
生
活
の
始
ま
り
ま

で
、
親
密
な
関
係
を
も
ち
、
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

　

與
曽
井
湧
司
宛
未
公
開
書
簡
は
こ
う
し
た
杜
夫
の
内
面
が
克
明
に
綴
ら
れ
た

貴
重
な
書
簡
群
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

２　

書
簡
の
文
学
的
価
値

　

與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
書
簡
の
解
釈
的
側
面
と

文
体
的
側
面
の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
と
す
る
。

　
（
1
）　

書
簡
の
解
釈
的
側
面

　

書
簡
の
解
釈
で
は
、
特
に
東
北
大
学
一
年
時
の
内
容
は
郷
愁
に
駆
ら
れ
た
杜

夫
が
四
回
の
松
本
行
を
実
行
し
た
際
の
茂
吉
認
識
の
変
化
を
指
摘
し
、
徐
々
に

茂
吉
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
に
松
本
行
を
実
行
し
て
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し

た
。
以
下
に
四
回
の
松
本
行
の
期
間
を
列
挙
し
確
認
す
る
。

　

一
回
目　

昭
和
二
十
三
年
四
月
四
日
～
十
八
日　

茂
吉
公
認

　

二
回
目　

昭
和
二
十
三
年
七
月
十
二
日
～
十
八
日　

茂
吉
公
認

　

三
回
目　

昭
和
二
十
三
年
十
月
十
二
日
～
十
七
日　

密
行

　

四
回
目　

昭
和
二
十
四
年
一
月
十
三
日
～
十
七
日　

密
行

　

こ
れ
ら
四
回
の
松
本
行
は
単
に
郷
愁
に
駆
ら
れ
る
ま
ま
に
繰
り
返
さ
れ
た
も
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の
で
は
な
く
、
杜
夫
が
抱
い
て
い
た
幾
つ
か
の
動
機
が
重
層
的
、
発
展
的
に
織

り
合
わ
さ
れ
、
杜
夫
の
心
の
奥
底
に
重
要
な
意
味
を
も
た
ら
し
、
文
学
作
品
へ

と
表
現
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
こ
の
時
期
の
書
簡
の
内
容
に
沿
っ
て
『
ど

く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』（
以
下
「
青
春
記
」
と
略
記
、
頁
数
は
参
考
文
献

3
に
よ
る
）
並
び
に
「
杜
夫
日
記
」（
頁
数
は
注
1
に
よ
る
）
に
目
を
通
す
と
、

杜
夫
に
松
本
行
を
駆
り
立
て
た
主
な
動
機
と
し
て
以
下
の
四
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

〇　

信
州
松
本
の
自
然
（
美
ヶ
原
方
面
、
上
高
地
方
面
等
）
へ
の
郷
愁

　

〇　

松
本
高
校
の
伝
統
的
行
事
や
卓
球
部
の
応
援

　

〇　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
（
望
月
市
恵
）
へ
の
関
心

　

〇　

辻
邦
生
等
と
の
文
学
的
友
情

　

こ
う
し
た
動
機
が
、四
回
の
松
本
行
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
織
り
合
わ
さ
れ
、

初
期
詩
篇
等
の
作
品
が
紡
が
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
概
要
を
以
下
に
見
て
い
く

と
す
る
。

　

一
回
目
の
松
本
行
は
、
與
曽
井
家
に
置
い
て
あ
っ
た
仙
台
に
送
る
荷
物
の
整

理
を
す
る
と
い
う
茂
吉
公
認
の
明
確
な
目
的
が
あ
っ
た
。
信
州
の
自
然
へ
の
郷

愁
に
か
ら
れ
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
る
松
本
に
胸
を
は
ず
ま
せ
て
向
か
っ
た
と
推
察

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
回
目
の
松
本
行
は
杜
夫
の
心
の
奥
底
に
喪
失
と
追
憶

を
も
た
ら
し
、
孤
独
感
を
実
の
場
で
体
験
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
四

月
十
一
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.15

））、
杜
夫
は
「
旧
制
高
校
最
後
の
新
入
生
」

（「
青
春
記
」（P.171

））
入
寮
の
日
に
寮
の
新
入
生
歓
迎
コ
ン
パ
に
出
席
し
た
。

「
青
春
記
」
に
は
そ
の
時
の
印
象
を
「
騒
々
し
さ
は
も
う
、
僕
の
若
さ
を
よ
み

が
え
ら
せ
て
く
れ
な
い
（
中
略
）
僕
は
教
授
の
席
に
坐
ら
さ
れ
て
大
恥
を
か
い

た
」（「
杜
夫
日
記
」（P.18

））
と
冷
静
で
あ
っ
た
自
分
を
追
憶
し
描
い
て
い
る
。

ま
た
「
途
方
も
な
い
孤
独
と
人
は
言
う
が
、
や
っ
ぱ
り
ほ
の
か
な
も
の
同
士
の

つ
な
が
り
を
、
そ
こ
は
か
と
な
い
因
果
を
、
僕
は
信
じ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
」

（「
杜
夫
日
記
」（P.16

））
と
し
、
作
品
創
作
の
情
況
を
残
し
て
い
る
。

　

伴
は
つ
ま
ら
な
い
も
の
ま
で
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
整
理
し
て
い
た
。
一
、

警
備
基
底
に
関
す
る
件
、
総
務
部
な
ん
て
の
が
あ
っ
た
。
僕
の
書
い
た
文

字
に
昔
の
な
き
が
ら
を
見
つ
け
出
し
た
み
た
い
だ
。
過
ぎ
去
っ
た
も
の

よ
。
忘
却
を
、
僕
も
信
じ
よ
う
。
文
字
文
字
の
影
も
う
す
れ
、
記
憶
も
か

す
ん
で
し
ま
い
、
そ
ん
な
時
に
ふ
い
と
君
や
君
の
お
も
か
げ
の
浮
ぶ
時
、

僕
は
一
篇
の
詩
が
作
れ
る
だ
ろ
う
。（「
杜
夫
日
記
」（PP.16-17

））

　

更
に
「
四
月
十
二
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.18

））
に
は
「
千
鳥
足
で
歩
い
た

縄
手
が
妙
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
誘
っ
た
」
と
し
、「
四
月
十
三
日
」（「
杜
夫
日

記
」（P.19

））
に
は
以
下
の
よ
う
な
心
の
叫
び
を
記
し
て
い
る
。

　

稚
さ
と
若
さ
の
住
ん
だ
町
の
手
も
つ
け
ら
れ
ぬ
な
つ
か
し
さ
、
う
れ
し

さ
、
ほ
の
か
さ
。
そ
う
し
て
見
な
れ
た
、
歩
き
な
れ
た
道
と
と
け
き
っ
て

い
る
学
校
と
、
心
に
残
り
、
ま
た
残
し
た
で
あ
ろ
う
そ
ん
な
人
々
。
そ
う
、

そ
う
だ
。
僕
は
、
僕
は
ほ
ん
と
う
に
、
も
う
帰
り
た
く
な
い
。

　

そ
し
て
松
本
を
去
る
「
四
月
十
八
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.22

））
に
は
「
な

つ
か
し
か
っ
た
信
州
よ
、
俺
の
若
さ
の
す
て
ど
こ
ろ
よ
、
し
ば
し
、
さ
よ
う
な

ら
。
感
情
は
理
性
を
麻
痺
さ
せ
る
」
と
、
別
離
の
万
感
の
情
を
綴
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
上
京
し
代
田
に
も
ど
っ
た
杜
夫
は
、
仙
台
行
の
準
備
を
し
、
そ
の

の
前
日
「
四
月
二
十
八
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.24

））
に
、
松
本
で
の
「
四
月

十
二
日
」
の
千
鳥
足
で
縄
手
通
り
を
歩
い
た
夜
の
思
い
出
を
「
か
の
夜
を
思
ひ
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起
し
て
歌
へ
る　

酒
乱
の
歌
（
註
。「
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
」
に
出
し
た

詩
の
原
型
）」
と
題
し
て
作
品
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
回
目
の
松
本
行
時
の
日
記
に
は
「
リ
ル
ケ
の
言
葉
を
か
み
し
め
て

い
た
」（「
杜
夫
日
記
」（P.12

））
等
リ
ル
ケ
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、拙
稿
「
其

の
二
」
第
二
章
第
四
節
第
三
項
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
杜
夫
は
「
物
の

実
相
」
を
茂
吉
の
芸
術
観
に
類
似
す
る
リ
ル
ケ
の
芸
術
観
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
月
十
三
日
」（「
杜
夫
日
記
」

（P.20

））
の
辻
邦
生
訪
問
宿
泊
、「
四
月
十
六
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.21

））
の

望
月
市
恵
訪
問
宿
泊
の
目
的
の
一
つ
に
リ
ル
ケ
に
対
す
る
関
心
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

二
回
目
の
松
本
行
は
、
杜
夫
は
先
輩
と
し
て
卓
球
部
の
合
宿
に
参
加
し
、
そ

の
後
は
後
輩
と
一
緒
に
上
京
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
応
援
す
る
と
い
う
、
や
は
り

茂
吉
公
認
の
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
の
前
の
四
月
、
五
月
の
書
簡
に
は
医
学
部
の

勉
強
に
意
識
が
向
か
ず
、
消
極
的
で
た
め
ら
い
が
ち
な
情
況
が
記
さ
れ
る
一
方

で
、
仙
台
で
耳
に
す
る
「
う
ぐ
ひ
す
」
の
声
に
信
州
を
思
い
出
し
、
五
月
の
陽

光
に
も
松
本
の
三
城
牧
場
辺
り
の
新
緑
を
連
想
す
る
な
ど
、
郷
愁
を
記
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
一
回
目
の
松
本
行
で
体
験
し
た
喪
失
感
、
追
憶
と
孤
独
感
は
そ
の
後

も
消
え
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
募
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
四
月

二
十
九
日
に
仙
台
に
戻
っ
た
杜
夫
は
「
仙
台
に
今
日
き
た
。
相
変
ら
ず
き
た
な

い
街
だ
」（「
杜
夫
日
記
」（P.26

））
と
記
し
、「
五
月
二
日
」
に
は
辻
邦
生
に
手

紙
を
書
い
た
時
の
情
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

と
あ
る
丘
の
松
林
の
蔭
の
木
株
に
腰
か
け
て
辻
に
手
紙
を
―
―
セ
ン
チ

0

0

0

メ
ン
タ
ル

0

0

0

0

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
―
―
書
い
た
。
日
輪
は
く
も
り
空
の
中

で
自
分
の
ま
わ
り
を
明
る
く
し
て
い
る
。
リ
ン
ゴ
は
く
さ
り
か
け
て
い
て

ま
ず
か
っ
た
。
何
か
ら
何
ま
で
腹
立
た
し
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
信
州
が
恋
し
く

0

0

0

0

0

0

、
う
ぐ
い

す
の
声
な
ど
を
わ
ず
か
な
な
ぐ
さ
め
と
し
て
僕
は
同
じ
道
を
も
ど
り
始
め

た
。（
傍
点
引
用
者
）（「
杜
夫
日
記
」（PP.28-29

））

　

こ
う
し
た
情
況
の
中
で
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
詩
が
書
け
ず
、
五
月
の
日

記
で
は
断
章
を
連
ね
、「
五
月
二
十
四
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.68

））、「
五
月

二
十
五
日
」（「
杜
夫
日
記
」（P.71

））
の
日
記
に
は
「
ユ
ー
ウ
ツ
」
の
語
を
頻

繁
に
記
す
よ
う
に
な
る
。

　

詩
が
書
け
ぬ

0

0

0

0

0

。
ま
っ
た
く
書
け
ぬ
。
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
。
現
象
は

心
を
つ
き
ぬ
け
る
。「
美
」
は
い
た
ず
ら
に
逃
げ
ま
わ
る
。
ユ
ー
ウ
ツ
な

0

0

0

0

0

る0

、
あ
ま
り
に
ユ
ー
ウ
ツ
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
中
略
）
ユ
ー
ウ
ツ
な
る

0

0

0

0

0

0

、
あ
ま
り
に

0

0

0

0

ユ
ー
ウ
ツ
な
る

0

0

0

0

0

0

。
い
つ
も
の
道
を
僕
は
帰
る
。（「
杜
夫
日
記
」（P.71

）
傍

点
引
用
者
）

　
「
杜
夫
日
記
」
に
よ
る
と
こ
の
翌
日
「
五
月
二
十
六
日
」（P.75

）
夜
、「
狂

詩
」
を
書
き
始
め
て
い
る
。
そ
の
後
日
記
に
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
に

関
わ
る
記
述
が
顕
著
と
な
っ
て
い
く
。

　

〇　
「
マ
ン
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
」
を
読
み
、ま
ど
ろ
み
の
中
に
堪
え
が
た
い
苦

痛
を
味
わ
っ
た
」（「
五
月
二
十
八
日
」、「
杜
夫
日
記
」（P.76

））

〇　
「
マ
ン
の
「
道
化
者
」
を
読
み
終
る
」（「
五
月
二
十
八
日
」、「
杜
夫
日

記
」（P.78

））

〇　
「
マ
ン
。「
魔
の
山
」
を
読
み
た
い
」（「
五
月
二
十
九
日
」、「
杜
夫
日
記
」

（P.80
））

〇　
「
露
店
に
た
か
る
人
、
人
。
鼓
動
し
て
い
る
み
に
く
い
街
。
電
車
を
待
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ち
な
が
ら
、
リ
ル
ケ
の
「
ロ
ダ
ン
」
を
取
り
出
し
て
読
ん
だ
」（「
六
月
一

日
」、「
杜
夫
日
記
」（P.102

））

〇　
「
男
は
愛
し
、
女
は
愛
さ
れ
る
（
中
略
）
し
て
み
る
と
、
リ
ル
ケ
の
言
う

偉
大
な
る
女
な
ぞ
ち
ょ
っ
と
こ
の
世
に
は
い
そ
う
も
な
い
よ
う
だ
」（「
六

月
二
十
二
日
」、「
杜
夫
日
記
」（P.150

））

　

二
回
目
の
松
本
行
ま
で
の
こ
う
し
た
杜
夫
の
内
面
を
見
て
く
る
と
、
一
回
目

の
松
本
行
を
終
え
、
以
前
に
も
増
し
て
感
傷
性
が
募
り
、
信
州
に
恋
い
焦
が
れ
、

憂
鬱
な
日
々
を
過
ご
す
中
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
や
リ
ル
ケ
を
読
み
な
が
ら
自
己

を
回
復
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
期
作
品
「
狂
詩
」
は
こ
う
し
た
情

況
で
執
筆
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
へ
の
関
心
が
益
々
高
ま
っ
た
杜
夫
は

「
七
月
十
七
日
」
二
回
目
松
本
行
最
終
日
前
日
、
望
月
市
恵
を
訪
ね
、
マ
ン
の

「
人
生
略
図
」
の
借
用
へ
と
意
識
が
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

　

三
回
目
の
松
本
行
は
、
茂
吉
に
内
緒
の
密
行
と
な
っ
た
。
杜
夫
は
お
忍
び
で

十
月
の
松
高
記
念
祭
に
顔
を
出
し
、
書
簡
の
中
で
は
「
ホ
ゝ
カ
ム
リ
し
て
ご
ま

か
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
と
記
し
、
茂
吉
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
っ
た
文
面
と
な
っ
て
い
る
。
杜
夫
が
三
回
目
以
降
茂
吉
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う

内
緒
の
松
本
行
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
夏
休
み
の
茂
吉

と
の
箱
根
滞
在
中
（
七
月
二
十
六
日
～
八
月
三
十
日
）
の
次
の
出
来
事
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
や
リ
ル
ケ
の
文
学
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
杜
夫
は
、
箱
根
で

も
マ
ン
の
短
編
や
「
ト
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ゲ
ル
」
を
紐
解
き
、「
人
生
略
図
」
を
読

み
、マ
ン
の
芸
術
観
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、杜
夫
は
茂

吉
と
の
離
れ
屋
の
生
活
の
中
で
は
「
マ
ン
の
本
も
こ
そ
こ
そ
隠
れ
て
読
ま
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
」（「
青
春
記
」（P.228

））。
そ
し
て
茂
吉
に
対
し
て
「
私
の
文

学
志
望
は
絶
対
に
秘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」（「
青
春
記
」（P.228

））

と
悟
っ
て
い
く
。
そ
の
理
由
と
な
る
出
来
事
は
、「
青
春
記
」
に
描
か
れ
た
以

下
の
茂
吉
と
の
遣
り
取
り
で
あ
っ
た
（「
其
の
二
」
第
二
章
第
四
節
第
一
項
参

照
）。　

あ
る
日
、
だ
し
ぬ
け
に
父
が
唐
紙
を
あ
け
、
先
に
述
べ
た
自
伝
の
載
っ

て
い
る
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
私
は
、
現
場
を
見
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
語
で
息
子
が
勉
強
し
て
い
る
と
思
っ
た
の
か
、

父
は
怒
り
も
せ
ず
、
し
か
し
ま
ず
い
こ
と
に
雑
誌
を
手
に
と
っ
て
読
み
は

じ
め
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
長
い
こ
と
、
お
よ
そ
二
時
間
も
無
言
で
坐
っ
た
ま

ま
読
ん
で
い
て
、
と
う
と
う
終
り
ま
で
読
み
き
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

は
ら
は
ら
し
な
が
ら
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
た
私
は
（
中
略
）
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
と
い
う
名
を
辛
う
じ
て
知
っ
て
い
る
ら
し
い
父
に
、
そ
の
神
聖
な
午

前
の
時
間
の
こ
と
を
こ
ち
ら
か
ら
話
し
て
や
っ
た
。
父
は
珍
し
く
お
と
な

し
く
聞
い
て
い
て
、
や
が
て
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
。

「
毛
唐
の
中
に
は
、
な
か
な
か
偉
い
奴
が
い
る
」

そ
れ
で
私
は
調
子
づ
き
、今
度
は
リ
ル
ケ
の
話
を
は
じ
め
た
。（
中
略
）
私

は
望
月
先
生
か
ら
の
耳
学
問
を
図
に
乗
っ
て
述
べ
立
て
た
。

「
リ
ル
ケ
は
、
ど
ん
な
主
観
で
も
、
そ
れ
を
表
わ
す
客
体
が
必
ず
こ
の
世
界

の
中
に
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
」

　

す
る
と
父
は
、

「
お
ま
え
は
大
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
な
」

　

と
、
い
っ
た
ん
感
服
し
た
模
様
だ
っ
た
が
、

「
お
ま
え
は
一
体
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
き
た
？
」

　

と
、
た
ち
ま
ち
険
悪
な
気
配
を
漂
わ
し
た
。（「
青
春
記
」（PP.228-

229

））
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こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
三
回
目
の
松
本
行
密
行
で
は「
記
念
祭
、何
も
言
い

た
く
な
い
。
こ
れ
だ
け
分
裂
し
た
気
持
ち
を
生
理
的
に
感
じ
た
だ
け
で
も
行
っ

た
価
値
が
あ
る
」（「
杜
夫
日
記
」（P.223

））
と
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
表
現
し
、記

念
祭
そ
の
も
の
を
懐
か
し
む
松
本
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
む

し
ろ
「
戸
惑
い
と
郷
愁
」「
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
愛
着
」「
不
当
な
歓
迎
」「
孤
独
」

等
を
抱
か
せ
る
密
行
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
三
回
目
の
最
大
の
目
的
は
、
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
や
リ
ル
ケ
の
文
学
に
つ
い
て
教
え
を
乞
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

の
望
月
市
恵
訪
問
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。「
杜
夫
日
記
」（P.223

）
に

は
「
與
曽
井
さ
ん
で
泊
る
」
の
後
に
、「
翌
日
、
望
月
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
堤
と
一

泊
。
い
い
先
生
だ
、
と
に
も
か
く
に
も
」
と
の
み
そ
の
時
の
情
況
が
記
さ
れ
て

い
る
。
杜
夫
、
堤
ら
と
望
月
市
恵
の
談
話
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
回
目
の

松
本
行
は
茂
吉
に
内
緒
故
、
益
々
高
ま
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
ト
ー
マ
ス
・
マ

ン
、
リ
ル
ケ
へ
の
関
心
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

こ
の
松
本
行
の
前
後
で
杜
夫
は
松
本
時
代
の
追
憶
を
題
材
に
昭
和
二
十
三
年

初
期
の
四
篇
「
穂
高
を
見
る
」（
七
月
）、「
う
す
あ
を
い
岩
か
げ
」（
九
月
）、「
あ

の
頃
の
歌
」（
九
月
）、「
成
長
」（
十
一
月
）
の
各
詩
篇
を
創
作
し
て
い
る
。

　

四
回
目
の
松
本
行
も
三
回
目
と
同
様
、
茂
吉
に
内
緒
で
あ
っ
た
。
本
論
第
六

章
第
一
節
第
二
項
に
考
察
し
た
よ
う
に
、「
杜
夫
日
記
」
と
「
茂
吉
日
記
」
の
整

合
性
を
検
証
す
る
と
、
内
緒
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
茂
吉
を
欺
い
て
い
る
ニ
ュ
ア

ン
ス
さ
え
読
み
取
れ
る
。
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
日
、
一
旦
は
仙
台
に
出
発
す

る
と
家
を
出
、
茂
吉
に
も
そ
う
理
解
さ
せ
て
お
い
て
、「
杜
夫
日
記
」（PP.242-

243

）に
よ
る
と
、十
三
日
か
ら
十
七
日
は
松
本
在
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後

は
上
京
、
辻
邦
生
の
家
に
寄
り
東
北
線
の
夜
行
で
仙
台
に
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト

で
あ
っ
た
。

　

四
回
目
の
松
本
行
直
前
の
書
簡
（
北
―
Ⅰ
―
10
）
年
賀
状
で
は
「
今
日
も
、

寮
時
代
の
下
級
生
が
来
て
色
々
松
本
の
話
を
し
て
、
さ
す
が
に
懐
か
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
あ
り
、
下
級
生
の
代
田
訪
問
が
四
回
目
の
密
行
の
動

機
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
面
か
ら
、
松
本
へ

の
懐
古
や
郷
愁
は
、
訪
ね
た
際
の
現
実
の
情
況
に
「
喪
失
」「
追
憶
」「
孤
独
」

と
心
境
の
変
化
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
常
に
杜
夫
の
心
の
底
流
に
流
れ
て
い
た

と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
回
目
の
松
本
行
密
行
の
直
後
の
書
簡
（
北
―
Ⅱ
―
１
）
に
は
、「
今
度
は
、

色
々
、
或
る
敎
授
及
び
友
人
と
相
談
す
る
こ
と
が
あ
り
、
再
び
密
行
し
ま
し
た
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
回
目
の
密
行
同
様
に
望
月
市
恵
、
辻
邦
生
ら
と
の
再
会

と
文
学
談
義
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
こ
と
は
「
杜

夫
日
記
」（PP.242-243

）
に
端
的
に
記
さ
れ
、詳
し
い
情
況
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
月
十
三
日

　

松
本
の
空
気
は
生
理
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
。
新
雪
に
飾

ら
れ
た
山
影
は
、
あ
ま
り
に
も
美
し
く
浄
ら
か
で
、
た
だ
呆
然
と
す
る
ば

か
り
。
苦
し
ん
で
ち
ょ
っ
と
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、と
て
も
か
な
わ
な
い
。

（
中
略
）

　

蹴
球
を
二
時
間
や
り
、
午
後
、
望
月
先
生
と
太
平
堂
で
三
時
ま
で
話
し
、

赤
羽
さ
ん
宅
で
メ
シ
を
食
い
、
夜
、
浅
間
で
辻
、
堤
、
大
貫
と
飲
む
。

　

日
記
の
文
面
か
ら
、
四
回
目
の
松
本
行
は
望
月
市
恵
、
辻
邦
生
等
と
の
松
本

で
の
再
会
の
約
束
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
や
計
画
が
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

以
上
、
書
簡
の
解
釈
的
な
側
面
か
ら
四
回
の
松
本
行
に
関
わ
っ
て
杜
夫
の
主

な
四
つ
の
動
機
「
信
州
の
自
然
へ
の
郷
愁
」「
松
本
高
校
伝
統
行
事
」「
ト
ー
マ

ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
（
望
月
市
恵
）
へ
の
関
心
」「
辻
邦
生
ら
と
の
文
学
的
友

情
」
が
ど
の
よ
う
に
織
り
重
な
り
、
ど
う
杜
夫
の
意
識
が
変
化
発
展
し
て
い
っ
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た
か
を
考
察
し
て
き
た
。
以
下
に
ま
と
め
を
箇
条
書
き
に
し
て
列
挙
す
る
。

〇　

こ
れ
ま
で
「
杜
夫
日
記
」「
青
春
記
」
等
で
は
十
分
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
昭

和
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
四
年
、
特
に
昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
二
十
四
年

の
松
本
行
前
後
の
詳
細
な
足
取
り
を
明
ら
か
に
し
、
杜
夫
の
意
識
の
変
化
、

初
期
詩
篇
等
創
作
の
動
機
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。

〇　

四
回
の
松
本
行
に
お
い
て
、
当
時
の
杜
夫
の
心
の
奥
底
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
意
識
は
、
当
初
の
信
州
の
自
然
や
松
本
高
校
の
生
活
へ
の
「
郷
愁
」

「
懐
古
」
に
加
え
、徐
々
に
「
医
学
選
択
へ
の
懐
疑
」「
喪
失
感
」「
孤
独
」
等
、

憂
鬱
な
「
苦
悩
」
や
「
葛
藤
」
へ
と
精
神
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
っ
た
。
更

に
、
茂
吉
へ
の
背
離
的
意
識
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
へ
の
傾
倒
、
敬

慕
へ
と
変
化
し
、
信
州
や
松
本
へ
の
郷
愁
や
回
帰
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

中
で
、
初
期
詩
篇
や
「
狂
詩
」
等
作
品
創
作
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
可
能

性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

〇　

四
回
の
松
本
行
の
中
、
一
・
二
回
目
は
茂
吉
公
認
で
あ
っ
た
が
、
三
回
目
以

降
の
密
行
は
、
茂
吉
に
文
学
志
望
を
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
、
と
い
う
理
由

に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
く
上
で
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

〇　

四
回
の
松
本
行
の
過
程
で
杜
夫
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
リ
ル
ケ
へ
の
関
心

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
き
、
望
月
市
恵
に
学
び
辻
邦
生
等
と
交
流
し
て
い
く

中
で
、
初
期
詩
篇
や
「
狂
詩
」
執
筆
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
確
に

す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
（
２
）　

書
簡
の
文
体
的
側
面

　

原
子
朗
は
「
北
杜
夫
に
お
け
る
文
体
の
特
質
―
―
そ
の
序
論
的
考
察
」（

（1
（

に
お

い
て
、『
少
年
』
の
冒
頭
を
引
用
し
、
杜
夫
の
文
体
の
特
質
と
な
る
原
形
が
宿
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
に
は
杜
夫
の
童
児
性（

（1
（

が
あ
り
、「
北
杜
夫
の
文

学
の
本
質
が
童
話
性
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
冒
頭
の
よ
う
に

「
北
杜
夫
は
常
に
時
間
と
空
間
を
無
限
定
の
流
れ
と
ひ
ろ
が
り
に
お
い
て
と
ら

え
る
」
と
指
摘
し
、
限
定
と
し
て
の
自
己
主
体
の
卑
小
さ
が
意
識
さ
れ
る
中
か

ら「
死
の
意
識
を
究
極
と
す
る
抒
情
が
発
生
」し「
そ
の
あ
わ
い
や
亀
裂
を
う
ず

め
、
調
和
さ
せ
る
の
が
ユ
ー
モ
ア
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
北
杜

夫
に
お
け
る
抒
情
と
ユ
ー
モ
ア
は
同
根
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
與
曽
井
湧

司
と
書
簡
が
交
わ
さ
れ
た
先
の
四
回
の
松
本
行
の
頃
、
杜
夫
の
内
面
は
原
の
論

考
の
よ
う
に
、
孤
独
感
が
更
に
内
向
し
て
い
き
自
己
の
卑
小
性
が
増
大
す
る
こ

と
に
よ
り
抒
情
性
は
一
層
高
ま
っ
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
論
考
で
は
、
ま
ず
原
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
書
簡
群
を
検
証
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
本
論
第
六
章
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
に
、
杜
夫
の
松
本
時
代
に
関
連
し

執
筆
さ
れ
た
與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
は
全
十
三
点
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
書
簡
の

解
釈
、
考
察
を
生
か
し
な
が
ら
、
文
体
的
特
徴
を
修
辞
学
的
観
点
か
ら
「
あ
や
」

に
つ
い
て
分
類
し
て
い
る
ピ
エ
ー
ル
・
ギ
ロ
ー
の
『
文
体
論
―
こ
と
ば
の
ス
タ

イ
ル
』
を
参
考
に
、
書
簡
の
具
体
的
な
表
現
内
容
を
以
下
に
考
察
し
て
い
く
。

　

十
三
点
の
書
簡
に
共
通
す
る
印
象
的
な
特
徴
は
、
與
曽
井
湧
司
並
び
に
豊
へ

の
優
し
い
気
遣
い
と
、
ユ
ー
モ
ア
の
感
じ
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の

特
徴
的
な
表
現
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
を
進
め
る
。

　
「
北
―
Ⅰ
―
１
」
で
は
、「
美
ヶ
原
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
「
美
」
一
字
で

表
し
、
続
け
て
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
詫
び
、
豊
へ
の
気
遣
い
や
写
真
の
手
配

等
、
細
や
か
で
人
情
味
の
あ
る
杜
夫
の
一
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
杜
夫
が
日

頃
か
ら
「
美
ヶ
原
」
を
「
美
」
と
言
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
與
曽
井
湧
司
で
あ
れ
ば
分
か
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
読
み
取
れ

る
。
こ
の
省
略
的
で
象
徴
的
な
「
美
」
の
表
現
に
は
一
面
、
ウ
ィ
ッ
ト
や
ユ
ー
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モ
ア
も
感
じ
ら
れ
る
。（「
構
成
の
あ
や
―
省
略
法
」）

　
「
北
―
Ⅰ
―
５
」
で
は
、
四
月
後
半
に
な
っ
て
も
仙
台
に
心
が
向
か
ず
、
東
京

に
居
る
状
況
を
「
東
京
で
モ
サ
〳
〵
し
て
ゐ
ま
す
」
と
比
喩
的
な
擬
態
語
で
表

し
、
松
本
か
ら
の
荷
物
が
届
い
た
こ
と
へ
の
謝
辞
や
豊
へ
の
連
絡
の
心
遣
い
も

忘
れ
ず
に
付
け
加
え
て
い
る
。「
モ
サ
〳
〵
」
の
意
味
は
、『
広
辞
苑
第
七
版
』
に

よ
る
と
「
①
多
く
の
毛
・
草
な
ど
が
生
え
乱
れ
て
い
る
さ
ま
。
②
動
作
の
緩
慢

な
さ
ま
。
③
口
の
中
で
う
ま
く
か
み
く
だ
せ
な
い
さ
ま
」
と
あ
る
。
杜
夫
は
あ

え
て
片
仮
名
の
畳
語
と
し
て
反
復
記
号
を
使
っ
て
表
し
て
い
る
。
実
際
、
仙
台

の
医
学
部
に
意
識
が
向
か
な
か
っ
た
情
況
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
数
日
前
の
松

本
行
で
與
曽
井
の
世
話
に
な
っ
た
荷
物
の
整
理
も
影
響
し
て
い
る
背
景
に
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
こ
の
杜
夫
の
自
嘲
的
な
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
表
現
に
は
與
曽
井
へ

の
心
遣
い
も
感
じ
ら
れ
て
く
る
。（「
語
の
あ
や
（
転
義
法
〔
比
喩
〕）
―
隠
喩
」）

　
「
北
―
Ⅰ
―
９
」
で
は
、
三
回
目
の
松
本
行
を
秘
密
裡
に
と
進
め
た
自
分
の

情
況
を
「
信
州
行
き
は
ど
う
や
ら
ホ
ゝ
カ
ム
リ
し
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
ひ
ま
し

た
」
と
曖
昧
さ
を
加
え
な
が
ら
、「
ホ
ゝ
カ
ム
リ
」
と
比
喩
的
に
表
現
し
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
に
ユ
ー
モ
ア
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
上
で
、「
豊
君
に
一
度

会
ひ
、
昨
夜
は
寮
に
遊
び
に
行
っ
て
（
後
略
）」
と
豊
の
情
報
に
つ
い
て
の
気

配
り
も
添
え
伝
え
、
全
体
に
杜
夫
の
優
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。「
ホ
ゝ
カ
ム
リ
」

は
「
頬
被
り
」
で
「
ホ
オ
カ
ム
リ
」
に
同
じ
。『
広
辞
苑
第
七
版
』
に
よ
る
と

「
頬
被
り
」
の
意
は
、「
①
頭
か
ら
頬
へ
か
け
て
衣
服
や
手
拭
な
ど
を
か
ぶ
る
こ

と
。
②
そ
の
事
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
こ
と
。
ほ
っ
か

ぶ
り
」
と
あ
る
。
本
書
簡
の
「
ホ
ゝ
カ
ム
リ
」
に
は
単
に
「
知
ら
な
い
ふ
り
を

す
る
」
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
杜
夫
の
密
行
そ
れ
自
体
の
行
為
を
後
ろ
め
た
い

も
の
、
こ
そ
こ
そ
と
し
た
も
の
と
し
て
自
ら
を
客
観
的
に
認
識
し
、
思
考
や
イ

メ
ー
ジ
そ
れ
自
体
を
誇
張
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

（「
語
の
あ
や
（
転
義
法
〔
比
喩
〕）
―
隠
喩
」、「
思
考
の
あ
や
（
誇
張
法
）」）

　
「
北
―
Ⅱ
―
１
」
は
、
四
回
目
の
松
本
行
が
「
密
行
」
で
あ
り
、
色
々
な
事
情

で
訪
ね
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
内
容
で
あ
る
。
本
書
簡
で
は
、
こ
の

間
の
事
情
を
次
々
と
重
ね
て
い
き
、
最
後
に
詫
び
に
至
る
と
い
う
、
一
面
言
い

訳
が
ま
し
く
も
滑
稽
と
も
と
れ
る
表
現
で
あ
る
。

　

再
び
密
行
し
ま
し
た
。
で
、
始
め
は
與
曽
井
さ
ん
、
松
崎
さ
ん
な
ど
の

お
宅
に
全
く
寄
ら
な
い
積
り
で
し
た
の
で
す
が
、
バ
れ
ま
し
た
の
で
、
辧

解
に
参
上
す
る
積
り
で
し
た
が
、
豫
定
の
時
に
不
意
に
友
人
が
來
た
り
、

最
右
の
夜
は
行
く
べ
き
と
き
に
█
少
し
の
酔
に
の
び
て
し
ま
ひ
、
本
日
十

時
の
汽
車
で
歸
仙
し
ま
す
が
、
と
う
〳
〵
お
訪
ね
で
き
ず
、
ま
こ
と
に
心

苦
し
い
の
で
す
が
、
悪
し
か
ら
ず
御
█
█
諒
承
下
さ
い
。（
後
略
、
網
掛
け

は
杜
夫
の
塗
潰
し
、
筆
者
記
）

　

更
に
、「
松
崎
さ
ん
に
も
若
し
お
会
ひ
の
節
は
そ
の
様
に
お
話
し
下
す
っ
て
秘

密
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
」
と
重
ね
て
茂
吉
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
文
末
に
は
「
今
度
は
と
に
か
く
医
学
を
勉
強
す
る
決
意
を
固
め
ま

し
た
か
ら
御
安
心
く
だ
さ
い
」
と
與
曽
井
へ
の
気
配
り
も
添
え
ら
れ
、
杜
夫
の

ユ
ー
モ
ア
と
細
や
か
な
優
し
さ
が
融
合
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

（「
構
成
の
あ
や
―
統
辞
」）

　

以
上
、
抒
情
性
と
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
る
特
徴
的
な
表
現
に
つ
い
て
、
ピ

エ
ー
ル
・
ギ
ロ
ー
の
分
類
を
添
え
な
が
ら
文
体
的
な
特
徴
（
省
略
法
・
転
義
法

〔
比
喩
〕
―
隠
喩
・
誇
張
法
・
統
辞
等
）
を
見
て
き
た
。
こ
こ
に
指
摘
し
た
四
点

の
書
簡
は
、
い
ず
れ
も
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
杜
夫
の
細
や
か

な
気
遣
い
や
優
し
い
人
柄
が
融
合
し
た
文
体
と
し
て
読
み
取
れ
、
書
簡
で
あ
り

な
が
ら
豊
な
抒
情
性
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
先
の
原
の
「
北
杜
夫

に
お
け
る
抒
情
と
ユ
ー
モ
ア
は
同
根
」
の
考
察
は
、
本
書
簡
の
中
に
も
見
出
す
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こ
と
が
で
き
、
本
書
簡
群
は
杜
夫
特
有
の
文
体
の
源
泉
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
本
書
簡
群
は
青
年
期
の
杜
夫
が
本
音
を
率
直
、
自
由
奔
放
に
、
與
曽

井
湧
司
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
仮
名
遣
い
は
ほ
ぼ
旧

仮
名
遣
い
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
細
か
な
文
字
表
記
や
文
法
的
な
正
確
性
の

部
分
ま
で
は
拘
泥
さ
れ
て
お
ら
ず
、
荒
削
り
の
原
木
の
よ
う
な
文
章
と
も
受
け

止
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
文
体
に
関
連
す
る
考
察
と
し
て
、
文
字
表
記
、
文
法
上

の
特
徴
に
関
連
し
て
片
仮
名
の
用
法
と
修
飾
語
の
用
法
の
二
点
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。

　

一
点
目
は
、片
仮
名
の
混
用
的
用
法
で
あ
る
。
一
般
的
に
片
仮
名
は
外
来
語
・

動
植
物
全
般
・
擬
声
語
・
擬
態
語
・
感
動
詞
等
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
杜
夫
の
本
書
簡
群
の
場
合
（
特
に
Ⅰ
・
Ⅱ
群
）
は
、
そ
れ
に
加
え
て
普
通

は
漢
字
か
平
仮
名
で
表
記
す
る
と
こ
ろ
を
、
あ
え
て
片
仮
名
で
表
記
し
、
そ
こ

に
独
特
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
ユ
ー
モ
ア
、
強
調
的
意
味
等
を
付
け
加
え
よ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
片
仮
名
を
多
用
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
文
面

も
あ
る
。
用
例
を
以
下
に
列
挙
す
る
。（
括
弧
は
一
般
的
な
表
記
、
傍
点
引
用

者
）

　

〇　
「
大
ア
ワ
テ

0

0

0

」（
大
慌
て
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
２
」

　

〇　
「
ノ
ン
キ

0

0

0

」（
暢
気
・
呑
気
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
５
」

　

〇　
「
チ
ラ

0

0

か
し
た
」（
散
ら
か
し
た
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
６
」

　

〇　
「
シ
ボ
リ

0

0

0

ま
す
」（
絞
り
ま
す
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
６
」

　

〇　
「
フ
ト
ン

0

0

0

」（
布
団
・
蒲
団
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
７
」

　

〇　
「
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
）「
北
―
Ⅰ
―
７
」

　

〇　
「
出
陣
ダ
ア
ッ

0

0

0

」（
出
陣
だ
あ
っ
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
８
」

　

〇　
「
タ
イ
コ

0

0

0

」（
太
鼓
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
８
」

　

〇　
「
ホ
ゝ
カ
ム
リ

0

0

0

0

0

」（
頬
被
り
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
９
」

　

〇　
「
ゴ
チ
ソ
ウ

0

0

0

0

」（
御
馳
走
）
…
…
「
北
―
Ⅰ
―
９
」

　

〇　
「
バ0

れ
ま
し
た
」（
ば
れ
ま
し
た
）
…
…
「
北
―
Ⅱ
―
１
」

　

こ
う
し
た
片
仮
名
の
用
法
は
、
そ
の
後
の
マ
ン
ボ
ウ
・
シ
リ
ー
ズ
（
エ
ッ

セ
ー
）、
ユ
ー
モ
ア
小
説
、
児
童
向
け
小
説
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
も
望
見
さ

れ
る
表
記
で
あ
り
、
杜
夫
独
特
の
文
体
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

二
点
目
は
、
先
の
文
体
的
側
面
の
「
構
成
の
あ
や
―
統
辞
」
に
関
連
す
る
修

飾
語
の
構
成
で
あ
る
。
文
法
論
に
お
け
る
構
文
論
的
観
点
か
ら
み
る
と
、
言
語

（
言
葉
）の
構
成
段
階
に
お
け
る
リ
ズ
ム
感
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
北
―

Ⅱ
―
１
」
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
も
言
い
訳
が
ま
し
く
も
感
じ
ら
れ
る
修
飾
語
（
修

飾
部
）
が
幾
重
に
も
重
な
り
述
語
（
述
部
）
に
係
っ
て
い
く
表
現
ス
タ
イ
ル
は
、

杜
夫
が
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
の
学
期
末
試
験
物
理
の
答
案
に
書
い
た
「
僕
ら

の
物
理
学
」（「
其
の
二
」
第
二
章
第
一
項
参
照
）
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は

ユ
ー
モ
ア
の
発
生
と
共
に
或
る
種
の
リ
ズ
ム
が
生
じ
て
く
る
。
文
章
に
お
け
る

リ
ズ
ム
感
覚
に
つ
い
て
は
、杜
夫
は
茂
吉
短
歌
の
韻
律
に
深
く
感
動
し
、学
ん
だ

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
（「
其
の
一
」
第
三
章
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
杜
夫
が
当
時

深
く
共
感
し
読
み
親
し
み
、
敬
愛
し
て
い
た
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
更
に
は
後
年

杜
夫
が
『
青
年
茂
吉
』
に
明
か
し
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ（

（1
（

か
ら
の
影
響
、
茂
吉
、
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
等
に
共
通
と
考
え
ら
れ
る
フ
モ
ー
ル
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
昭
和
四
十
五
年
七
月
（
杜
夫
四
十
三
歳
）
杜
夫
は
辻
邦
生
と
の
対
談（

（1
（

で
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
翻
訳
の
文
体
に
つ
い
て
触
れ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

ぼ
く
が
『
ト
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ゲ
ル
』
で
思
い
出
す
の
は
実
吉
さ
ん
の
訳

で
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
「
鴉
が
鳴
い
て
い
る
―
―
嗄
れ
て
、
佗
し
く
、
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頼
り
な
く･･････

」
と
、
副
詞
が
三
つ
ぐ
ら
い
並
ぶ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
日
本
語
だ
と
、
前

に
副
詞
が
な
ら
ぶ
の
だ
け
ど
ね
。
と
こ
ろ
が
あ
の
人
は
、「
鴉
が
鳴
い
て
い

る
」
と
書
い
て
、
そ
の
あ
と
に
、
原
文
に
は
な
い
ダ
ッ
シ
ュ
を
つ
け
、
副

詞
を
並
べ
て･･････

。（
中
略
）
も
う
ひ
と
つ
、
古
い
訳
で
『
ト
ニ
オ
・

ク
レ
ー
ゲ
ル
』
で
は
竹
山
道
雄
先
生
の
忘
れ
が
た
い
名
訳
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ト
ニ
オ
が
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
を
再
訪
し
て
、
つ
ぎ
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
い
た
る
所
で
、
家
の
名
前
に
周
知
の
名
前
を
見
る
。
あ
の
目
を

0

0

0

0

、
あ0

の
髪
を

0

0

0

、
あ
の
ブ
ロ
ン
ド
を

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
し
て
あ
の
顔
を

0

0

0

0

0

0

0

…
…
、
と
言
う
と
こ
ろ
、

素
晴
し
い
リ
ズ
ム
感

0

0

0

0

0

0

0

0

の
あ
る
日
本
語
だ
。（P.66

）（
傍
点
引
用
者
）

　

彼
の
文
章
と
い
う
の
は
、
―
―
ぼ
く
は
ド
イ
ツ
語
は
わ
か
ら
ん
け
ど
、

音
楽
性
が
大
事
な
ん
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
は
、
マ
ン
自
身
が
日
本
の
新
聞
に
寄
稿
し

て
、
私
の
翻
訳
者
は
音
楽
性
を
大
事
に
し
ろ
、
と
言
っ
て
い
る
。
む
だ
な

0

0

0

形
容
詞
や

0

0

0

0

、
似
た
よ
う
な
副
詞
が
ず
ら
り
と
並
べ
て
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
あ
れ
は
た
だ

0

0

0

0

0

の
細
密
描
写
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い
る
ん
だ
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
中
略
）
も
う

一
つ
あ
る
。
マ
ン
の
粘
液
質

0

0

0

、
―
―
医
学
用
語
で
言
う
と
〈
癲
癇
気
質
〉

と
言
う
ん
だ
。
こ
れ
は
、
泡
を
吹
い
て
ぶ
っ
倒
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
非

常
に
几
帳
面
だ
と
か
、
丹
念
だ
と
か
、
と
こ
と
ん
ま
で
や
り
抜
か
な
い
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

気
が
す
ま
な
い
と
い
う
の
が
癲
癇
気
質

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
こ
れ
が
マ
ン
の
い
ろ
ん
な
気

質
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
重
要
な
こ
と
で
、
あ
る
対
象
を
射
当
て
る
の
に
マ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ン
は
、四
方
八
方
か
ら
形
容
詞
を
重
ね
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
と
、

音
楽
性

0

0

0

と
、
二
つ
だ
。（PP.91-92

）（
傍
点
引
用
者
）

　

與
曽
井
湧
司
宛
書
簡
十
三
点
（
Ⅰ
群
十
点
、
Ⅱ
群
一
点
、
Ⅳ
群
二
点
）
が
書

か
れ
た
松
本
高
校
一
年
か
ら
東
北
大
学
一
年
当
時
、
杜
夫
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

文
学
の
享
受
は
翻
訳
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
先
の
対
談
で
は
、
杜
夫
は
大
学
時

代
に
マ
ン
の
『
衣
裳
戸
棚
』
の
翻
訳
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
「
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
と
愛
宕
山
く
ら
い
の
差
異
が
あ
っ
た
の
で
」（P.67

）
途
中
で
諦
め
た
と

語
っ
て
い
る
。
そ
の
翻
訳
の
中
で
、
杜
夫
が
マ
ン
か
ら
受
け
た
影
響
は
、「
音
楽

性
」（
リ
ズ
ム
感
）
と
マ
ン
の
粘
液
質
か
ら
生
じ
る
「
と
こ
と
ん
ま
で
や
り
抜
か

な
い
と
気
が
す
ま
な
い
」
と
い
う
副
詞
や
形
容
詞
等
、
修
飾
語
（
修
飾
部
）
を

積
み
重
ね
た
表
現
で
あ
っ
た
。

　

対
談
の
「
フ
モ
ー
ル
と
イ
ロ
ニ
ー
」
で
は
更
に
辻
が
「
君
自
身
、
フ
モ
ー
ル

の
作
家
だ
と
言
わ
れ
る
が
」（P.97

）
と
杜
夫
に
尋
ね
る
と
、
杜
夫
は
「
ぼ
く

は
、
自
分
の
言
葉
で
解
説
し
た
く
な
い
ね
、
も
っ
と
齢
と
る
ま
で
。〈
ユ
ー
モ

ア
〉
に
つ
い
て
は
、辻
あ
た
り
が
く
ど
く
ど
述
べ
る
が
い
い
よ
」（P.97

）
と
語

る
に
留
め
、
立
ち
入
っ
た
話
を
避
け
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
後
年
昭
和
六
十
三
年
一
月
（
杜
夫
六
十
一
歳
）
か
ら
平
成
三
年

一
月
（
杜
夫
六
十
四
歳
）
に
か
け
て
、
岩
波
書
店
の
雑
誌
「
図
書
」
に
「
茂
吉

あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て
「
赤
光
」「
あ
ら
た
ま
」
時
代
の
茂
吉
伝
（『
青
年
茂
吉

―
「
赤
光
」「
あ
ら
た
ま
」
時
代
』）
を
執
筆
し
て
い
く
中
で
、
杜
夫
は
自
身
の

フ
モ
ー
ル
観
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
茂
吉
特
有
の
フ
モ
ー
ル
に
つ

い
て
触
れ
、
続
い
て
自
身
の
フ
モ
ー
ル
（
ユ
ー
モ
ア
）
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い

る
。

　

ま
ず
、「
Ⅰ
「
赤
光
」
時
代
」
で
は
茂
吉
独
自
の
体
臭
か
ら
始
ま
り
、「
茂
吉

が
特
有
な
フ
モ
ー
ル
（
ラ
テ
ン
語
で
ユ
ー
モ
ア
の
意
だ
が
、
原
義
は
ギ
リ
シ
ャ

語
の
体
液
）
を
お
の
ず
か
ら
秘
め
た
人
間
」（
第
十
一
節
、（P.84

））
で
あ
っ
た

と
回
想
す
る
。
続
い
て
第
十
六
節
で
は
、
茂
吉
の
気
質
に
つ
い
て
は
、
杜
夫
の

兄
茂
太
の
『
茂
吉
の
体
臭
』
を
受
け
、「
も
っ
と
も
強
か
っ
た
気
質
は
癲
癇
気
質

（
粘
液
質
）
で
あ
り
、次
に
神
経
質
で
あ
っ
た
」（PP.121-122

）
と
述
べ
て
い

る
。
更
に
、そ
の
気
質
は
茂
吉
の
父
「
熊
次
郎
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
」（
第

十
七
節
、（P.127
））
と
述
べ
、「
癲
癇
気
質
に
は
、
徹
底
癖
、
執
拗
性
な
ど
と
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共
に
、
ど
う
し
て
も
癇
癪
持
ち
の
性
格
も
伴
う
」（P.128

）
と
し
、「
熊
次
郎

が
六
歳
く
ら
い
の
茂
吉
を
背
負
っ
て
早
坂
新
道
を
越
え
て
上
山
に
向
か
っ
て
い

た
と
き
」（PP.128-129

）
の
癇
癪
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

次
に
杜
夫
自
身
に
つ
い
て
は
「
Ⅱ
「
あ
ら
た
ま
」
時
代
」
に
、
岩
波
雑
誌

「
世
界
」
に
茂
吉
の
死
を
綴
っ
た
短
編
「
死
」
の
合
評
に
対
し
て
立
腹
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

私
の
ユ
ー
モ
ア
は
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
か
ら
学
ん
だ
と
自
分
で
は
思
っ

て
い
た
が
、
い
ち
ば
ん
似
て
い
る
の
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
で
あ
る
。
し
か
し
、

私
が
最
大
の
傑
作
「
デ
ビ
ッ
ド
・
カ
ッ
パ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を
読
ん
だ
の

は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
私
の
フ
モ
ー
ル
（
ギ
リ
シ
ャ
語
で
元
の

意
は
体
液
）
が
お
の
ず
か
ら
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
楡
家
」
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
の
書
評
の
一
つ
の
題
は
「
日
本
の
デ
ィ
ケ
ン
ズ
」
で
あ
っ

た
。（P.182

）

　

杜
夫
の
文
体
的
な
特
徴
を
考
察
す
る
際
は
、
そ
の
根
底
に
茂
吉
、
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
そ
し
て
晩
年
自
ら
を
吐
露
す
る
よ
う
に
語
っ
て
い
る
杜

夫
自
身
の
四
者
に
共
通
す
る
フ
モ
ー
ル
の
観
点
か
ら
の
詳
細
な
検
証
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

本
論
考
で
考
察
・
検
証
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
、
北
杜
夫
が
與
曽
井
湧
司
氏

に
宛
て
た
こ
れ
ら
の
書
簡
群
は
、
北
杜
夫
文
学
の
基
礎
的
研
究
資
料
と
し
て
、

非
常
に
価
値
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
文
学
的
な
価
値
を
考
え
る
と
、
今
後

は
然
る
べ
き
文
学
館
等
で
保
存
さ
れ
て
い
く
方
向
が
期
待
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
、
幸
運
に
も
平
成
二
十
七
年
八
月
五
日
、
八
月
八
日
の
両
日
に
わ
た

り
、
與
曽
井
豊
氏
と
面
識
の
機
会
を
得
、
当
時
の
杜
夫
と
の
具
体
的
な
様
子
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
本
研
究
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
寄
贈
本
や
貴
重
な
書
簡
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
、
豊
氏

の
お
写
真
の
撮
影
、
拙
稿
掲
載
等
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
。
豊
氏
に
深
謝
の
意

を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

　

本
論
考
に
関
連
す
る
資
料
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
本
年
八
月
七
日
、
杜
夫

の
長
女
齋
藤
由
香
氏
よ
り
ご
連
絡
が
あ
り
、
齋
藤
家
の
許
諾
を
い
た
だ
い
た
。

更
に
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
杜
夫
資
料
に
関
し
て
は
、
喜
美
子
夫
人
の
許

諾
書
を
添
え
て
申
請
し
、
拙
稿
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
喜
美
子
夫
人
、
由

香
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

　

ま
た
、
齋
藤
茂
吉
記
念
館
の
後
藤
明
日
香
氏
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

　
　
　

注

⑴　

北
杜
夫
『
或
る
青
春
の
日
記
』（
中
央
公
論
社
、
平
成
4
・
11
・
25
）

⑵　

北
杜
夫
『
母
の
影
』（
新
潮
社
、
平
成
9
・
5
・
1
）

⑶　
「
一
、
杜
夫
と
茂
吉
の
年
代
記
」「
二
、
松
本
高
校
入
学
の
経
緯
」
等
（
其
の
一
）、「
二
、

初
期
詩
篇
等
の
諸
相　

５
夢
の
断
念
（
１
）
茂
吉
の
書
簡
」（
其
の
二
）
等
に
記
述
す
。

⑷　

與
曽
井
豊
は
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八
日
逝
去
（
昭
和
三
年
一
月
生
、八
十
九
歳
）。

⑸　

信
州
大
学
工
学
部
同
窓
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、卒
業
生
台
帳
の
昭
和
二
十
三
年

三
月
の
卒
業
生
名
簿
に
「
與
曽
井
豊
」
の
名
前
を
確
認
し
た
。

⑹　
「
書
簡
四
」
の
「
昭
和
二
十
三
年
、
六
八
五
七
」（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第
三
十
六
巻
』

（P.87
））
に
は
「
十
月
二
日　

仙
臺
市
支
倉
通
り
一　

伊
達
宗
雄
兄
」
に
「
宗
吉
に
つ

い
て
い
つ
も
御
懇
情
た
ま
は
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。お
隣
り
で
食
事
附
き
に
し
て
下
さ
っ
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た
」
と
あ
り
、
本
書
簡
は
同
一
住
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
仙
台
市
支
倉
通
一
山
本
和
様

方
」
は
茂
吉
と
親
密
な
関
係
の
あ
っ
た
伊
達
宗
雄
宅
の
隣
宅
と
考
え
る
。

⑺　
「
北
―
Ⅰ
―
10
」
の
執
筆
日
推
定
の
根
拠
は
「
茂
吉
日
記
」
で
あ
る
が
、「
杜
夫
日
記
」

よ
る
と
一
月
十
三
日
に
松
本
行
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
り
、一
月
十
七
日
に
東
京
経
由

で
そ
の
後
仙
台
へ
向
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
注
12
参
照
。

⑻　
「
美
」
は
「
美
ヶ
原
」
の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。「
美
ヶ
原
方
面
の
採
集
記
録
」（『
松
本

ま
る
ご
と
博
物
館
連
携
企
画
展
「
北
杜
夫
と
松
本
」
展
示
解
説
図
録
』（
松
本
市
立
博
物

館
、
昭
和
25
・
7
・
13
、P55

））
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
年
の
採
集
記
録
に
「
二
回
目
、

昭
和
20
年1945

Ⅸ
26
・
30
三
城
」
と
あ
る
。
筆
者
が
同
年
九
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
調
べ

る
と
九
月
三
十
日
は
日
曜
日
で
あ
り
、本
書
簡
の
通
り
杜
夫
が
美
ヶ
原
に
行
っ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
た
。

⑼　

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
日
本
の
士
官
学
校
に
お
い
て
、最
上
位
の
者
を
最
右
に
配
置

し
、
成
績
順
に
右
か
ら
左
に
列
べ
た
事
に
由
来
す
る
言
い
回
し
。「
最
右
翼
」
に
は
、「
最

も
優
れ
た
」、「
最
左
翼
」
に
は
「
最
も
劣
っ
た
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
優
勝
候
補
の

最
右
翼
」
と
は
、
最
も
優
勝
し
そ
う
な
人
の
意
味
で
あ
る
。

⑽　

北
杜
夫
（
当
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
北
宗
夫
）「
穂
高
を
見
る
」「
う
す
あ
を
い
岩
か
げ
」

（「
文
学
集
団
」
五
月
号
（
昭
和
24
・
4
）
入
選
）。
写
真
資
料
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

の
コ
ピ
ー
を
筆
者
撮
影
、ト
リ
ミ
ン
グ
。
国
立
国
会
図
書
館
の
拙
稿
掲
載
手
続
を
経
て
許

可
を
得
た
。

⑾　

北
杜
夫
（
当
時
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
北
宗
夫
）「
成
長
」（「
文
学
集
団
」
四
月
号
（
昭
和
24
・

3
）
入
選
）。
写
真
資
料
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
コ
ピ
ー
を
筆
者
撮
影
、
ト
リ
ミ
ン

グ
。
末
尾
の
一
行
「
さ
わ
や
か
に
う
つ
く
し
い
少
年
よ
」
は
次
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
の

拙
稿
掲
載
手
続
を
経
て
許
可
を
得
た
。

⑿　
『
或
る
青
春
の
日
記
』
の
以
下
の
内
容
よ
り
一
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
四
回

目
の
松
本
行
が
秘
密
裏
に
決
行
さ
れ
、そ
の
後
東
京
経
由
で
仙
台
に
向
か
っ
た
と
判
断
で

き
る
。
―
―
「
一
月
九
日
」
に
茂
吉
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
「
借
り
る
こ
と
に
な
る
」

（P.242

）
と
書
か
れ
、日
付
が
飛
び
「
一
月
十
三
日
」
に
「
松
本
の
空
気
は
生
理
的
な
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
」（P.242

）
と
あ
る
。「
茂
吉
日
記
」「
十
日
」
の
「
宗
吉

朝
、
仙
臺
に
出
立
」
の
後
十
三
日
ま
で
の
足
取
り
は
不
明
で
あ
る
が
、「
杜
夫
日
記
」
で

は
次
に
「
一
月
十
五
日
」
の
「
ド
ン
ド
焼
き
」、
日
付
が
飛
び
「
一
月
十
七
日
」
に
電
車

の
デ
ッ
キ
か
ら
松
本
の
風
景
を
見
つ
め
る
際
は
「
涙
ぐ
ん
で
い
た
」（P.243

）
と
書
か
れ

る
。
続
い
て
「
昨
夜
」（P.243

）
十
六
日
の
食
事
や
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
の
と
こ
ろ
へ
行
っ

た
時
の
記
憶
等
が
書
か
れ
る
が
、「（
註
。
こ
の
あ
と
九
行
塗
り
つ
ぶ
し
。
今
後
は
一
々
断

わ
ら
な
い
。）」（P.243

）
と
記
さ
れ
、
そ
の
後
、
東
京
で
辻
邦
生
の
家
に
寄
り
、
東
北

線
の
夜
行
、
暁
方
の
車
窓
風
景
、
詩
「
初
冬
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
日
記
の
日
付
は
次
に

「
一
月
二
十
日
」
と
な
り
「
仙
台
は
予
想
外
に
寒
い
」（P.245

）
と
仙
台
在
の
状
況
が
読

み
取
れ
る
。
十
八
日
か
ら
十
九
日
の
足
取
り
は
不
明
。

⒀　

杜
夫
の
日
記
等
に
使
わ
れ
る
「
ブ
ル
ン
ネ
ン
」
は
松
本
高
校
三
年
の
三
学
期
に
友
人
と

遊
び
心
か
ら
結
成
し
た
太
陽
党
（
少
年
へ
の
愛
）
で
、
気
に
入
っ
た
デ
ル
・
リ
ー
ベ
〈
男

性
の
恋
人
〉
に
つ
け
た
「
泉
」（
ブ
ル
ン
ネ
ン
）
か
ら
き
て
い
る
。（
拙
稿
「
其
の
一
」
第

一
章
第
四
節
及
び
『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』（PP.111-112

）
参
照
）

⒁　
「
書
簡
四
、
書
簡
補
遺
、
昭
和
二
十
三
年
」（『
齋
藤
茂
吉
全
集
第
三
十
六
巻
』）
に
よ
る

と
、
茂
吉
が
與
曽
井
湧
司
に
杜
夫
の
下
宿
の
世
話
や
受
験
勉
強
の
監
督
、
声
が
け
を
頼

ん
で
い
た
と
分
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。（
本
論
第
六
章
茂
吉
書
簡
参
照
、
九
〇
八
六

（P.837

）、
九
〇
九
一
（P.839

））

⒂　
『
國
文
學　

解
釈
と
鑑
賞
―
特
集
北
杜
夫
の
文
学
世
界
』（
至
文
堂
、
昭
和
49
・
10
）

⒃　

原
は
杜
夫
の
童
児
性
に
つ
い
て「
作
者
の
童
児
性
―
―
あ
ら
ゆ
る
芸
術
の
母
体
と
も
い

え
る
―
―
は
、
作
者
に
感
覚
的
遡
行
を
自
然
に
さ
せ
、
稚
純
な
書
法
を
と
ら
せ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
稚
純
さ
が
〈
回
想
〉
を
こ
え
て
、そ
の
ま
ま
文
体
と
な
つ
て

0

0

0

0

い
る
」（P.75

）

（
傍
点
原
）
と
論
考
し
て
い
る
。

⒄　

デ
ィ
ケ
ン
ズ
（Charles D

ickens

）［1812

～1870

］「
英
国
の
小
説
家
。
ユ
ー
モ

ア
と
ペ
ー
ソ
ス
の
あ
る
文
体
で
下
層
市
民
の
哀
歓
を
描
き
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
を
代

表
す
る
作
家
と
し
て
名
声
を
得
た
。
作
「
オ
リ
バ
ー
＝
ト
ゥ
イ
ス
ト
」「
ク
リ
ス
マ
ス
‐

キ
ャ
ロ
ル
」「
二
都
物
語
」
な
ど
」（『
大
辞
泉
』）

⒅　

北
杜
夫
・
辻
邦
生
『
北
杜
夫
・
辻
邦
夫
対
談
―
若
き
日
と
文
学
と
』（
中
央
公
論
社
、

昭
和
45
・
7
・
10
）
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参
考
文
献

1　
『
北
杜
夫
全
集
』
全
十
五
巻
（
新
潮
社
、
昭
和
51
・
9
・
25
～
昭
和
52
・
11
・
25
）

2　
『
齋
藤
茂
吉
全
集
』
全
三
十
六
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
48
・
1
・
13
～
昭
和
51
・
4
・

30
）

3　

北
杜
夫
『
ど
く
と
る
マ
ン
ボ
ウ
青
春
記
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
48
・
6
・
10
）

4　

北
杜
夫
『
歌
集　

寂
光
―
北
杜
夫
若
年
歌
集
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
56
・
４
・
20
）

5　

北
杜
夫
『
青
春
詩
集　

う
す
あ
を
い
岩
か
げ
』（
中
央
公
論
社
、
平
成
5
・
10
・
25
）

6　

北
杜
夫
『
少
年
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
45
・
11
・
5
）

7　

北
杜
夫
『
青
年
茂
吉
』（
岩
波
書
店
、
平
成
3
・
6
・
27
）

8　

北
杜
夫
『
壮
年
茂
吉
』（
岩
波
書
店
、
平
成
5
・
7
・
29
）

9　

北
杜
夫
『
茂
吉
彷
徨
』（
岩
波
書
店
、
平
成
8
・
3
・
8
）

10　

北
杜
夫
『
茂
吉
晩
年
』（
岩
波
書
店
、
平
成
10
・
3
・
16
）

11　
「
文
学
集
団
」（
一
巻
一
号
（
昭
和
23
・
5
）
～
三
巻
三
号
（
昭
和
25
・
3
）
草
原
書

房
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
平
成
29
・
9
・
2
閲
覧
）

12　
「
詩
学
」（
第
五
巻
、
第
三
号
（
昭
和
25
・
4
・
30
）、
六
号
（
昭
和
25
・
6
・
30
）、
七

号
（
昭
和
25
・
7
・
30
）、
九
号
（
昭
和
25
・
10
・
30
）、
十
号
（
昭
和
25
・
11
・
30
）
岩

波
書
店
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
平
成
29
・
9
・
2
閲
覧
）

13　

斎
藤
茂
太
『
茂
吉
の
体
臭
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
39
・
4
・
27
）

14　

ピ
エ
ー
ル
・
ギ
ロ
ー
、
佐
藤
信
夫
訳
『
文
体
論
―
こ
と
ば
の
ス
タ
イ
ル
』（
白
水
社
、

昭
和
34
・
2
・
5
）


